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町の復旧・復興を支える応援部隊

町内の話題 ズームアップ

　復興に向かって大空に 代ヶ崎浜区民が鯉のぼり洗浄　ほか

シリーズ

3月11日 午後2時46分 その時私は

災害復興情報

七ヶ浜町からのお知らせ

震災関係情報

都市基盤情報

生活基盤情報

皆さま方のご支援 心より感謝申し上げます
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仮設住宅へ表札をプレゼント

　7 月 7日、向洋中学校 1年生が手作りで作成した

表札を、仮設住宅に住む町民の方々へプレゼント

しました。「中学生でも行えるボランティアを」を

合言葉に、総合学習の時間を利用し、生徒全員で

109 個の表札を作成しました。

（6ページに関連記事掲載）

主な内容

★電子メールでのお問い合わせはこちらから！

七ヶ浜町ウェブサイト
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３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
宮

城
県
警
察
塩
釜
警
察
署
お
よ
び
他
県

の
警
察
官
の
方
々
が
、
七
ヶ
浜
町
内

に
入
り
、
人
命
救
助
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
活
動
、
警
戒
活
動(

パ
ト
ロ

ー
ル
）
な
ど
、
町
の
復
旧
・
復
興
の

た
め
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

塩
釜
警
察
署
で
も
、
３
月
11
日
、

津
波
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
署

体
制
で
体
制
を
迅
速
に
立
て
直
し
、

七
ヶ
浜
町
な
ど
２
市
３
町
に
お
い

て
、
早
期
に
人
命
救
助
や
捜
索
活

動
、
警
戒
活
動
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
な

ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

塩
釜
警
察
署
に
は
、
発
災
直
後
か

ら
千
葉
県
警
、
香
川
県
警
、
徳
島
県

警
、
埼
玉
県
警
な
ど
の
他
県
の
応
援

部
隊
が
続
々
と
応
援
に
駆
け
付
け
て

お
り
、
７
月
１
日
現
在
で
は
、
延
べ

４
２
０
０
人
以
上
の
警
察
官
が
、
七

ヶ
浜
町
内
で
捜
索
活
動
を
実
施
し
、

そ
の
ほ
か
、
治
安
維
持
の
た
め
の
パ

ト
ロ
ー
ル
、
避
難
所
・
仮
設
住
宅
へ

の
巡
回
な
ど
警
戒
活
動
に
従
事
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
地
震

が
発
生
。
発
災
直
後
、
塩
釜
警
察
署

で
は
、
災
害
発
生
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
災
害
警
備
計
画
」
ど
お
り
広
報
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、
警
察

官
１
名
を
屋
上
に
配
置
し
、
海
の
様

子
を
見
張
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

署
内
は
停
電
と
な
り
、
発
電
機
を

稼
働
さ
せ
る
準
備
も
進
め
ら
れ
、
情

報
収
集
活
動
も
開
始
。
無
線
機
か

ら
、
気
仙
沼
な
ど
の
三
陸
沿
岸
で
車

が
次
々
と
流
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
署
内
が
一

気
に
緊
迫
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
屋

上
の
警
察
官
よ
り
、
間
も
な
く
津
波

が
襲
来
す
る
と
の
報
告
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ

し

て

津

波

が

襲

来(

写

真

町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
る
応
援
部
隊

町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
る
応
援
部
隊

延
べ
４
２
０
０
人
以
上
の

警
察
官
が
活
動

他
県
か
ら
応
援
部
隊
も

駆
け
付
け
る

塩
釜
警
察
署
も
被
災

迅
速
に
署
を
立
て
直
す

宮
城
県
警
察
塩
釜
警
察
署

捜
索
活
動
・
治
安
維
持
活
動

花渕浜新清水沢の農業用水池で捜索活動を行う塩釜警察署員と三重県警。
写真提供：塩釜警察署
花渕浜新清水沢の農業用水池で捜索活動を行う塩釜警察署員と三重県警。
写真提供：塩釜警察署

　
３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
が
れ
き
の
撤
去
、
医
療
救
援
、
窓
口
対
応
な
ど
、
自
衛
隊
や

自
治
体
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。

　
町
広
報
紙
で
は
、
町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
、
６
月
号
よ
り

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
号
で
は
、
捜
索
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
、
宮
城
県
警
察
塩
釜
警
察
署
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
３
月
11
日
の
震
災
発
生
以
降
、
が
れ
き
の
撤
去
、
医
療
救
援
、
窓
口
対
応
な
ど
、
自
衛
隊
や

自
治
体
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。

　
町
広
報
紙
で
は
、
町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
、
６
月
号
よ
り

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
号
で
は
、
捜
索
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
、
宮
城
県
警
察
塩
釜
警
察
署
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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左
）
。
塩
釜
港
に
近
い
北
浜
に
あ
る

塩
釜
警
察
署
に
も
、
大
津
波
が
押
し

寄
せ
ま
し
た
。
様
々
な
機
器
を
置
い

て
い
る
地
下
は
完
全
に
水
没
。
事
前

に
外
か
ら
通
じ
る
す
べ
て
の
扉
を
閉

め
て
い
ま
し
た
が
、
１
階
の
執
務
室

も
約
80
㎝
水
没
し
、
パ
ト
カ
ー
な
ど

35
台
の
車
両
の
う
ち
、
19
台
が
被
災

し
ま
し
た
。

　

過
酷
な
状
況
の
中
、
た
だ
ち
に
災

害
警
備
本
部
を
立
ち
上
げ
、
被
災
し

た
署
内
の
立
て
直
し
を
図
る
と
と
も

に
、
治
安
維
持
活
動
・
人
命
救
助
・

捜
索
活
動
を
１
日
で
も
早
く
行
う
こ

と
を
最
優
先
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
管
内
の
各
自
治
体
に
署

員
を
派
遣
す
る
た
め
、
バ
イ
ク
部
隊

を
編
成
。
翌
日
午
前
２
時
に
準
備
完

了
。
夜
明
け
と
と
も
に
出
発
し
、
午

前
10
時
に
七
ヶ
浜
町
役
場
へ
と
到

着
。
す
ぐ
さ
ま
、
町
の
災
害
対
策
本

部
と
情
報
共
有
。
捜
索
活
動
場
所
な

ど
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　　

県
警
本
部
で
は
、
３
月
11
日
の
震

災
発
生
直
後
か
ら
、
救
助
活
動
・
捜

索
活
動
の
派
遣
部
隊
の
編
成
を
進
め

て
お
り
、
13
日
、
29
名
の
警
察
官
を

塩
釜
署
へ
と
派
遣
。
13
日
よ
り
塩
釜

警
察
署
員
と
と
も
に
、
七
ヶ
浜
町
内

で
の
捜
索
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

捜
索
活
動
で
は
、
阿
川
沼
や
同
性
寺

周
辺
、
後
田
、
新
清
水
沢
を
は
じ

め
、
町
内
の
被
災
地
区
を
毎
日
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
災
害
対
策
本
部
と
警

察
、
自
衛
隊
が
入
っ
た
３
者
会
議

を
、
４
月
12
日
か
ら
毎
日
開
催
し
情

報
共
有
。
捜
索
場
所
の
割
り
振
り
を

し
、
関
係
機
関
が
協
力
し
て
の
捜
索

活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
主
に
沿
岸
部
な
ど
で
毎

日
捜
索
活
動
を
実
施
、
町
内
で
の
警

戒
活
動
、
仮
設
住
宅
へ
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
捜
索
活
動
に
関
し
て
は
、
最
後

の
一
人
ま
で
行
方
不
明
者
を
見
つ
け

る
ん
だ
と
い
う
意
気
込
み
で
行
っ
て

い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
警
戒
活
動
で
は
、

他
県
の
応
援
部
隊
の
ご
協
力
も
い
た

だ
き
、
レ
ッ
ド
警
戒
（
赤
色
灯
を
回

し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
安

心
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
防
犯
も
兼
ね
て
、
仮
設

住
宅
へ
の
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
伺
い
し
た
際
は
、
気
軽
に
話
し
か

け
て
く
だ
さ
い
」
と
塩
釜
警
察
署
地

域
課
長
の
小
野
松
充
也
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　

塩
釜
警
察
署
で
は
、
今
後
も
捜
索

活
動
・
警
戒
活
動
を
続
け
、
七
ヶ
浜

町
の
復
旧
・
復
興
を
支
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　　

３
月
11
日
の
地
震
発
生
後
、
塩
釜

警
察
署
員
６
名
が
交
代
で
勤
務
す
る

七
ヶ
浜
交
番
で
も
、
避
難
広
報
や
捜

索
活
動
、
仮
設
住
宅
へ
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

停
電
と
津
波
の
た
め
混
乱
し
た
３

月
11
日
、
当
時
日
勤
だ
っ
た
七
ヶ
浜

交
番
班
長
の
門
傳
秀
夫
さ
ん(

写
真

次
ペ
ー
ジ
）
も
、
バ
イ
ク
で
沿
岸
部

を
ま
わ
り
、
住
民
に
避
難
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
小
豆
浜
ま
で
巡
回

し
交
番
へ
戻
る
と
、
す
で
に
津
波
が

陸
地
に
押
し
寄
せ
て
お
り
、
交
番
近

く
で
停
電
の
た
め
混
乱
し
た
道
路
の

交
通
整
理
や
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し

た
。
「
携
帯
電
話
の
通
話
規
制
の
た

め
、
消
防
な
ど
に
も
連
絡
が
と
れ

ず
、
現
場
は
混
乱
し
て
い
た
。
け
が

人
の
救
護
や
救
助
要
請
が
あ
っ
た

が
、
津
波
の
た
め
交
番
の
あ
る
湊
浜

地
区
が
孤
立
し
て
お
り
、
消
防
も
来

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
門
傳

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

門
傳
さ
ん
に
よ
る
と
、
現
場
は
夜

遅
く
ま
で
混
乱
が
続
き
、
け
が
人
の

応
急
処
置
で
は
、
謡
地
区
の
元
看
護

師
の
方
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た

り
、
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
で
病

人
を
運
ん
だ
り
と
、
地
元
住
民
が
協

捜
索
活
動
・

警
戒
活
動
に
尽
力

震
災
後
の
七
ヶ
浜
交
番

捜
索
活
動
・

警
戒
活
動
に
奮
迅

塩釜警察署を襲った津波。暑内より撮影。

写真提供：塩釜警察署

塩釜警察署を襲った津波。署内より撮影。

写真提供：塩釜警察署

署が被災したため、ほとんどの署員が 4階の道場で

約 1ヶ月寝泊まりし、復旧・復興活動にあたりました。

署が被災したため、ほとんどの署員が 4階の道場で

約 1ヶ月寝泊まりし、復旧・復興活動にあたりました。

波多崎周辺で捜索活動を行う

塩釜警察署員

波多崎周辺で捜索活動を行う

塩釜警察署員 写真提供：塩釜警察署写真提供：塩釜警察署



山口県警察本部

警備部警衛対策課

警部補 永田 通郷 さん

山口県からパトカーで

応援に来ていただいた

山口県警の皆さんに

は、主に町内のパト

ロールなどにご協力い

ただきました。

他県からの応援部隊の声
期　間 部隊名( )は人数 期　間 部隊名( )は人数

3月12日～ 塩釜警察署(186)

3月15日～17日

3月18日～20日

3月21日～25日

3月26日～30日

3月31日～4月6日

4月7日～13日

4月14日～20日

4月21日～27日

4月28日～5月4日

5月5日～14日

5月15日～24日

千葉県警(90)

香川・徳島県警(58)

岐阜県警(42)

三重県警(31)

長崎県警(39)

大阪府警(59)

三重県警(41)

大阪府警(60)

愛知県警(17)

大阪府警(17)

滋賀県警(17)

【捜索活動・パトロールなど全般】

【捜索部隊】

【七ヶ浜町内で活動した警察関係者の方々　7月15日現在】
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力
し
あ
い
、
緊
急
事
態
に
対
応
。

　

ま
た
、
夜
に
な
る
と
不
審
者
の
警

戒
と
し
て
、
一
晩
中
バ
イ
ク
で
町
内

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
交
番
に
は

１
台
の
パ
ト
カ
ー
が
常
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
小
豆
浜
手
前
で
被
災
。

同
僚
２
人
の
警
察
官
は
、
が
け
を
よ

じ
登
り
避
難
し
、
パ
ト
カ
ー
は
小
豆

浜
か
ら
長
須
賀
ま
で
流
さ
れ
、
交
番

に
は
バ
イ
ク
１
台
だ
け
が
残
さ
れ
た

状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

翌
日
か
ら
は
、
バ
イ
ク
で
被
災
地

の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
避
難
所
の
見
回
り

を
開
始
。
「
警
察
官
の
姿
を
見
て
い

た
だ
き
、
少
し
で
も
住
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
。
門

傳
さ
ん
は
そ
う
心
に
誓
い
、
そ
の
後

10
日
間
、
交
番
に
泊
ま
り
込
み
、
避

難
所
や
被
災
地
区
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
続
け
ま
し
た
。

　

「
お
年
寄
り
の
方
が
、
被
災
し
た

地
域
に
ロ
ー
プ
を
貼
り
、
見
張
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
『
泥
棒
な
ん
と

か
し
て
け
ろ
』
と
涙
な
が
ら
に
訴
え

ら
れ
、
と
て
も
心
が
痛
み
ま
し
た

が
、
職
務
上
、
こ
ち
ら
も
ず
っ
と
付

い
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
当
時

の
体
制
で
は
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
警
戒
活
動
を
振
り
返
る
門

傳
さ
ん
。
一
瞬
の
う
ち
に
す
べ
て
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
町
内
。
涙
を
流

し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
日
々

が
続
き
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
警
戒
活
動
の
ほ
か

に
も
、
他
県
か
ら
の
応
援
部
隊
と

同
行
し
、
捜
索
活
動
を
開
始
。
被
災

し
た
家
屋
や
水
田
、
沿
岸
部
な
ど
を

捜
索
を
続
け
ま
し
た
。

　

七
ヶ
浜
交
番
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
風
光
明
媚
な
町
の
景
観
や
七
ヶ

浜
の
人
の
良
さ
に
、
町
へ
の
愛
着
が

深
ま
っ
て
い
た
門
傳
さ
ん
。
「
一
緒

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！　

頑
張
っ

ぺ
七
ヶ
浜
！　

必
ず
こ
こ
で
退
職
を

迎
え
た
い
」
。

　

３
月
11
日
以
降
、
県
内
に
は
他
県

か
ら
応
援
に
駆
け
付
け
た
警
察
官
の

方
々
も
、
震
災
後
の
復
旧
・
復
興
活
動

に
お
手
伝
い
い
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
３
月
15
日
か
ら
17
日

に
か
け
て
捜
索
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
千
葉
県
警
を
皮
切
り
に
、
中

国
・
四
国
・
九
州
地
方
の
警
察
官
の

方
々
、
ま
た
、
遠
く
沖
縄
県
か
ら
も

　　　　　　

他
県
か
ら
の
応
援
部
隊

全
国
各
地
の
警
察
官
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す 七ヶ浜交番班長

門傳 秀夫 さん

七ヶ浜交番班長

門傳 秀夫 さん

3月21日～4月7日 トルコ(32)

4月1日～6月2日 警視庁きずな隊(32)

3月19日～3月31日

4月1日～

4月16日～6月16日

6月17日～

埼玉県警(4）

新潟県警(11)

鳥取県警(4)

警視庁(4)

4月18日～5月7日

5月8日～28日

5月28日～6月17日

6月17日～7月7日

7月7日～7月28日

山梨・栃木県警(55)

長崎・岡山・
 山口県警(87）

沖縄・栃木県警(65)

長崎・岡山・
 山口県警(87）

静岡県警(60)

【国際救助隊】

【パトカーによるパトロール隊】

【徒歩による集団パトロール隊】

【避難所対策】

写真提供 ：  塩釜警察署



　6月17日～7月7日の期間、被災地の

パトロールということで、七ヶ浜町内

の仮設住宅や避難所に、立ち寄り警戒

を行っていました。七ヶ浜町に来る前

は、岩手県久慈市に派遣され、主に捜

索活動に従事しており、約1ヶ月半、

被災地で活動しております。

　震災発生直後、テレビの映像でしか

見ることがなかった現地を実際にこの

目で見て、ただただ圧倒されました。

警察人生でも初めての経験でした。

　避難所や仮設住宅へ立ち寄ると、

「わざわざ遠くからありがとう」など

と皆さんに声をかけられ、大変やりが

いを感じております。　

　大変な困難ではありますが、地区の

皆さんのきずなを糧にし、お互い助け

合いながら、この困難を乗り切ってい

ただきたいと思います。

　この度の「東日本大震災」により、

尊い命を失われた方々のご冥福をお祈

り申し上げますとともに、ご遺族に対

しお悔やみを申し上げます。また、被

害に遭われた多くの方々にお見舞い申

し上げます。

　平成23年3月11日、多くの人命・建物

が失われた誰しもが経験したことのない大津波、まさに未曾有の大災害

であり、この日を境に、人生観が大きく変わった方もおいでのことと思

います。

　津波は、塩釜警察署まで襲来し、地下に集中していたライフラインの

設備機器はすべて壊滅、1階が浸水したほか、パトカー・捜索用車が水

没するなど機動力が大幅に低下する中、署員の不眠不休の復旧作業と

七ヶ浜町をはじめ関係機関からのご支援・ご協力をいただき、極めて早

い段階で警察施設の機能を回復することができました。

　また、震災発生翌日から、渡邊町長が指揮を執る「七ヶ浜町災害対策

本部」に当署から連絡員を派遣し常駐させ、朝夕の会議における情報交

換により、災害警備に対する関係機関との連携が図られ、七ヶ浜町内の

行方不明者の捜索やパトロール活動などの治安対策に大きな効果があっ

たと実感しております。

　七ヶ浜町には、海外救助隊としてトルコからも応援部隊が駆け付け、

外国部隊では18日間という長期に渡る捜索活動などに従事されておりま

した。

　もちろん、国内においても、地元多賀城自衛隊の皆さんをはじめ、全

国警察からも多くの警察官が駆け付け、行方不明者の捜索、パトロール

などの応援活動を行っておりますが、そのような中、鳥取県警の警察官

が、七ヶ浜町内のパトロール中の出来事として、次のような内容を書き

記して帰県しております。

　「がれきの後片付けをしていた疲れた顔の高齢の夫婦に声掛けし、鳥

取県から来たことを話したら、急に明るい顔になり、「遠い所からわざ

わざ来てくれて本当にありがとう。疲れないように頑張ってください」

と逆に激励を受けた。この言葉を受け、支援活動に対するやりがいと、

今後も奮励努力しなければならないという思いを強くした」と記されて

おります。

　今回、震災の被害を受けていない他県警察の警察官にとって、被災現

場を直接自分の目で見て、被災者と直接接し話しをした過程において、

ご自分が被災しているにもかかわらず、応援部隊に対していただいた

「ご苦労さま。ありがとう」の一言が、私たちに使命感と力を与え、心

をひとつにして頑張ってこれたのだと思います。

　七ヶ浜町では、今もなお５人の方が行方不明となっております。1日

も早くご家族のもとにお帰りになるようお祈り申し上げますとともに、

塩釜警察署としても、出来る限りの捜索活動に努めてまいりたいと考え

ております。

　七ヶ浜町民の皆さん、私たち署員も精一杯頑張ってまいります。心は

ひとつです。七ヶ浜町の1日も早い復興を心からお祈り申し上げます。

宮城県塩釜警察署長あいさつ

宮城県警視 芳賀 雄樹 さん

被災した家屋を捜索する千葉県警の皆さん
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被災した家屋を捜索する千葉県警の皆さん

　

応
援
部
隊
が
駆
け
付
け
、
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
（
下
図
参
照
）
。

　

３
月
か
ら
、
捜
索
活
動
の
応
援
部

隊
と
し
て
次
々
と
他
県
の
応
援
部
隊

が
捜
索
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

現
在
は
、
避
難
所
な
ど
を
巡
回
す
る

集
団
警
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
主
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

塩
釜
警
察
署
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
か
ら
駆
け
付
け
て
い
た
だ
い
た
警

察
官
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　　　　

　　

写真提供 ：  塩釜警察署
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復
興
に
向
か
っ
て
大
空
に

代
ヶ
崎
浜
区
民
が

鯉
の
ぼ
り
洗
浄

　

６
月
30
日
、
代
ヶ
崎
浜
で
、
地
区
の

お
祭
り
な
ど
で
使
用
す
る
鯉
の
ぼ
り

と
大
漁
旗
の
洗
浄
が
行
わ
れ
、
地
区
住

民
15
名
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
11
名

が
汗
を
流
し
ま
し
た
●
鯉
の
ぼ
り
は
、

毎
年
５
月
に
代
ヶ
崎
浜
地
区
で
開
催

さ
れ
る
鯉
の
ぼ
り
祭
り
な
ど
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、
向
田
地
区
に
あ
る
防
災

倉
庫
に
保
管
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
津
波
が
押
し
寄
せ
約
80
匹
の
鯉
の

ぼ
り
が
泥
だ
ら
け
に
。
地
区
の
復
興
の

た
め
に
、
鯉
の
ぼ
り
を
洗
浄
し
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
今
回
洗

浄
作
業
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
洗
浄
作

業
に
参
加
し
た
伊
藤
喜
代
勝
さ
ん
は
、

「
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
を
元
気
づ
け
る

た
め
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
、
今
後
も
地
区
の
お
祭
り
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

向
洋
中
生
徒
が

仮
設
住
宅
へ
表
札
を
届
け
る

　

町
の
復
興
の
た
め
に
、
中
学
生
に
も

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
お
う
と
、

７
月
７
日
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
作
成

し
た
表
札
を
仮
設
住
宅
に
届
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
中
学
校
の
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
津
波

で
被
災
し
た
家
屋
の
が
れ
き
を
利
用

し
、
町
内
の
仮
設
住
宅
に
住
む
方
々
の

表
札
を
作
り
、
届
け
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
行

わ
れ
ま
し
た
●
５
月
か
ら
、
表
札
の
下

書
き
を
考
え
、
色
を
塗
る
と
い
う
作
業

が
毎
週
授
業
で
行
わ
れ
、
７
月
７
日

に
、
生
徒
１
０
９
人
が
作
成
し
た
表
札

を
、
仮
設
住
宅
へ
届
け
ま
し
た
。
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
で
生
徒
か
ら
表
札
を

受
け
取
っ
た
渡
邊
と
み
よ
さ
ん
（
菖
）

は
、「
わ
ざ
わ
ざ
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
表
札
を
手

渡
し
た
阿
部
晃
大
く
ん
（
汐
）
は
、
「
逆

に
お
礼
を
言
わ
れ
、
こ
ち
ら
が
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。



　町内の話題　ズームアップ
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慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
26
日
、
七
ヶ
浜
国
際
村
ホ
ー
ル

で
七
ヶ
浜
町
合
同
慰
霊
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
に
は
、
今
回
の
東

日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
遺
族
、
ま
た
、
自
衛
隊

や
消
防
、
警
察
な
ど
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
が
出
席
し
ま
し
た
●
慰
霊
祭
が
開

始
さ
れ
る
と
、
壇
上
に
設
置
さ
れ
た
慰

霊
塔
に
向
か
っ
て
黙
と
う
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
出
席
さ
れ
た
方
々
一
人
ひ
と

り
が
献
花
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遺

族
を
代
表
し
て
鎌
田
節
夫
さ
ん
（
花
）

が
「
私
た
ち
遺
族
一
同
は
、
行
方
不
明

者
が
一
日
も
早
く
見
つ
か
り
、
一
日
も

早
い
町
の
復
興
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
大

勢
の
方
々
に
大
変
大
き
な
お
世
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
恩

に
報
い
る
た
め
、
こ
の
町
を
愛
し
、
前

へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
霊

が
安
ら
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」

と
遺
族
代
表
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

毎
月
12
日
を
と
う
ふ
の
日
に

淡
路
島
市
民
団
体
が
復
興
支
援

　

毎
月
12
日
を
「
と
う
ふ
の
日
」
と
定

め
仮
設
住
宅
に
と
う
ふ
を
届
け
る
支

援
が
７
月
よ
り
行
わ
れ
ま
す
●
こ
れ

は
、
兵
庫
県
淡
路
島
の
市
民
団
体
「
復

興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路
島
（
代

表
・
木
村
幸
一
さ
ん
）」
の
ご
協
力
で
、

冬
物
な
ど
、
町
に
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物

資
で
需
要
が
な
い
も
の
を
、
淡
路
島
へ

持
ち
帰
り
バ
ザ
ー
を
開
催
。
そ
こ
で
得

た
売
上
金
を
七
ヶ
浜
町
へ
還
元
す
る

取
り
組
み
で
す
●
７
月
９
日
、
み
お
七

ヶ
浜
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
関
係

者
が
出
席
。木
村
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
の

善
意
で
あ
る
支
援
物
資
を
有
効
に
活

か
し
、
地
元
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に

お
使
い
く
だ
さ
い
」
と
バ
ザ
ー
で
の
売

上
金
約
49
万
円
を
渡
邊
町
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。
渡
邊
町
長
は
「
被
災
地
の

経
済
的
自
立
に
ま
で
配
慮
さ
れ
た
支

援
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
に
負
け
な
い
ぞ
！

花
渕
浜
で
あ
わ
び
祭
り

　

７
月
１
日
、
花
渕
浜
で
大
根
明
神
祭

が
行
わ
れ
、
漁
業
関
係
者
ら
が
集
ま

り
、
大
漁
と
海
上
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。
震
災
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
漁
業
関
係
者

ら
が
奮
起
し
、
地
区
、
そ
し
て
町
の
復

興
の
第
一
歩
と
し
て
開
催
さ
れ
、
鼻
節

神
社
に
は
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま

し
た
●
当
日
は
、
花
渕
浜
沖
の
「
大
根
」

で
神
事
が
行
わ
れ
、
生
き
た
あ
わ
び
を

海
へ
投
げ
入
れ
、
豊
漁
を
祈
り
ま
し

た
。ま
た
、
鼻
節
神
社
で
は
、
朝
４
時
か

ら
関
係
者
が
準
備
し
た
、
あ
わ
び
の
と

も
あ
え
が
参
拝
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
鈴
木
利
雄
さ
ん
、
鈴
木
一
男
さ

ん
は
「
花
渕
の
大
切
な
祭
り
を
、
み
ん

な
で
支
え
あ
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
花
渕
以
外
の
皆
さ
ん
も
大
勢

参
拝
に
来
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
一
番
う

れ
し
い
。
復
興
へ
向
け
て
、
他
の
地
区

で
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
春
の
褒
章

【
黄
綬
褒
章
】

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】 

◆
防
衛
功
労

【
瑞
宝
双
光
章
】

◆
消
防
功
労

　

●遠藤 保夫 さん（松）

　東北発電工業 

　アーク溶接工

●松田 健二 さん（汐）

　元 2等陸尉

●角田 信吾 さん（松）

　元塩釜地区消防事務

　組合消防司令長



鈴木武志さん(吉・80歳）鈴木武志さん(吉・80歳）
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３
月
11
日 

午
後
２
時
46
分 

そ
の
時
私
は

　　

65
歳
で
漁
業
を
引
退
し
た
鈴
木

武
志
さ
ん
（
吉
・
写
真
下
）
。
家

業
で
あ
る
漁
業
は
、
現
在
息
子
の

政
志
さ
ん
が
継
ぎ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

や
ト
マ
ト
づ
く
り
を
行
い
、
悠
々

自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

３
月
11
日
の
午
後
、
武
志
さ
ん

は
自
宅
わ
き
に
あ
る
納
屋
で
農
作

業
を
行
っ
て
い
た
。
午
後
２
時
46

分
、
地
震
が
発
生
。
こ
れ
ま
で
に

な
い
大
き
く
長
い
揺
れ
に
、
津
波

が
く
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
停
電

と
な
り
地
震
の
情
報
が
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
が
、
す
ぐ
に
町
の
防
災

無
線
が
流
れ
た
。
「
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
高
台
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」
。
ま
た
、
よ

り
詳
し
い
津
波
の
情
報
を
把
握
す

る
た
め
、
町
の
防
災
無
線
に
耳
を

傾
け
た
。

　

　

そ
の
後
、
２
回
目
の
防
災
無
線

が
流
れ
、
仙
台
港
へ
の
津
波
第
１

波
の
到
着
予
定
時
刻
が
流
れ
た
。

武
志
さ
ん
は
と
っ
さ
に
自
分
の
腕

時
計
を
確
認
し
た
。
「
津
波
到
着

ま
で
、
あ
と
20
分
し
か
な
い
」
。

そ
の
直
後
、
吉
田
・
花
渕
漁
港
で

仕
事
を
し
て
い
た
政
志
さ
ん
の

妻
、
と
し
子
さ
ん
が
、
車
で
自
宅

へ
と
戻
っ
て
き
た
。
「
同
僚
船
の

大
吉
丸
が
沖
に
出
た
」
。

　

あ
い
に
く
息
子
の
政
志
さ
ん

は
、
漁
協
の
会
合
で
仙
台
に
出
張

中
。
「
津
波
警
報
が
出
た
際
に

は
、
必
ず
船
を
沖
に
だ
す
」
。
こ

れ
は
以
前
か
ら
決
め
て
い
た
鈴
木

家
の
決
ま
り
ご
と
。
昨
年
２
月
の

チ
リ
地
震
津
波
の
際
も
、
息
子
の

政
志
さ
ん
が
沖
へ
と
船
を
出
し
、

避
難
し
て
い
た
。

　

「
船
を
守
る
た
め
に
、
う
ち
も

沖
に
だ
さ
ね
ど
」
。
仲
間
の
船
が

沖
へ
逃
げ
た
こ
と
を
知
っ
た
武
志

さ
ん
は
、
漁
師
の
命
と
も
い
え
る

船
を
守
る
決
意
を
固
め
た
。
だ

が
、
一
抹
の
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ

た
。
船(

は
や
ぶ
さ
丸
）
は
、
７
年

前
に
息
子
が
新
調
し
た
最
新
鋭
の

も
の
。
は
た
し
て
自
分
に

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

　

漁
業
を
引
退
し
て
約
15
年
。

船
の
操
縦
は
体
に
染
み
つ
い
て

い
る
が
、
は
や
ぶ
さ
丸
を
一
度
も

操
縦
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

船
の
操
縦
方
法
を
俺
に
教
え
て
く

れ
」
。
以
前
か
ら
息
子
に
話
を
し

て
い
た
光
景
が
脳
裏
を
か
す
め

る
。
都
合
が
つ
か
ず
で
き
ず
じ
ま

い
だ
っ
た
こ
と
を
、
武
志
さ
ん
は

後
悔
し
た
。

　

船
の
カ
ギ
だ
け
を
持
ち
、
す
ぐ

さ
ま
と
し
子
さ
ん
の
車
に
駆
け
込

み
、
吉
田
・
花
渕
漁
港
へ
と
急
い

だ
。
車
を
高
台
に
あ
る
磯
亭
に
止

め
、
そ
こ
か
ら
漁
港
ま
で
、
力
の

限
り
走
っ
た
。
船
は
カ
ネ
イ
チ
か

ら
す
ぐ
側
の
堤
防
に
つ
け
て
あ

る
。
船
ま
で
た
ど
り
着
い
た
武
志

さ
ん
と
と
し
子
さ
ん
は
、
急
い
で

出
航
の
準
備
を
進
め
た
。
だ
が
、

エ
ン
ジ

ン
の
掛
け

方
が
わ
か
ら
な
い
。
舵
や
レ
バ
ー

の
位
置
は
わ
か
る
が
、
最
新
鋭
の

船
の
装
備
に
戸
惑
っ
た
。
試
行
錯

誤
の
末
、
と
し
子
さ
ん
が
エ
ン
ジ

ン
の
掛
け
方
に
気
付
き
、
よ
う
や

く
船
が
動
き
出
す
。
「
よ
し
！　

こ
れ
で
船
を
出
せ
る
」
。
ま
た
、

狭
心
症
で
薬
を
手
放
せ
な
い
武
志

さ
ん
を
一
人
で
行
か
せ
ら
れ
な
い

と
、
孫
の
誠
一
さ
ん
が
車
で
港
へ

駆
け
付
け
、
乗
船
し
た
。

　

一
刻
も
早
く
沖
へ
。
ぶ
っ
つ
け

本
番
で
の
航
海
が
始
ま
っ
た
。
武

志
さ
ん
が
腕
時
計
に
目
を
や
る

と
、
防
災
無
線
で
知
ら
さ
れ
た
津

波
到
着
予
定
時
刻
ま
で
、
あ
と
15

分
を
切
っ
て
い
た
。

一
秒
で
も
早
く
沖
へ

津
波
到
達
ま
で

あ
と
15
分 ３

月
11
日 

午
後
２
時
46
分 

そ
の
時
私
は

　
６
月
号
よ
り
、
今
回
の
地
震
や
津
波
を
体
験
さ
れ
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま
※
91
名
。
そ
の
命
の
重
さ
を
受
け
止
め
、
記
録
に
残
し
、

し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
。
　
　
　
　
　
　 

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
７
月
19
日
現
在

シリーズ
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一
目
散
に
港
を
出
発
し
、
沖
を

目
指
す
は
や
ぶ
さ
丸
。
す
で
に
仲

間
の
船
９
隻
が
沖
へ
と
船
を
出
し

て
お
り
、
は
や
ぶ
さ
丸
は
一
番
最

後
に
港
を
出
た
。
沖
に
出
れ
ば
必

ず
助
か
る
と
自
信
を
持
っ
て
い
た

武
志
さ
ん
。
津
波
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
沖
合
約
９
㎞
に
浮
か
ぶ

「
Ａ
ブ
イ
」
を
目
指
し
、
船
を
南

南
東
へ
と
走
ら
せ
た
。
Ａ
ブ
イ

は
、
水
深
約
30
ｍ
の
沖
合
い
に
あ

り
、
仙
台
港
へ
入
港
す
る
船
の
航

路
を
示
す
巨
大
な
ブ
イ
。
漁
師
た

ち
の
間
で
は
、
Ａ
ブ
イ
ま
で
行
け

れ
ば
津
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

い
う
共
通
概
念
が
あ
っ
た
。

　

海
は
通
常
と
変
わ
ら
な
い
様
子

で
、
引
き
潮
や
上
げ
潮
な
ど
、
津

波
の
兆
候
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
吹
雪
の
た
め
に
視
界

が
４
～
５
０
０
ｍ
し
か
な
く
、
津

波
が
来
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
沖

合
い
の
様
子
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
。

　

花
渕
沖
に
あ
る
箱
島
の
横
を
通

過
し
、
水
深
５
～
10
ｍ
付
近
に
あ

る
海
苔
の
養
殖
い
か
だ
の
間
を
進

む(

次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）
。
こ
の
航

路
は
、
仙
台
湾
沖
に
船
が
で
る
際

の
一
般
的
な
航
路
で
、
船
乗
り
な

ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ル
ー
ト
。

　

視
界
の
悪
い
海
上
を
注
視
し
な

が
ら
、
武
志
さ
ん
は
Ａ
ブ
イ
を
目

指
し
船
を
走
ら
せ
る
。
数
分
航
行

す
る
と
、
養
殖
イ
カ
ダ
を
な
ん
と

か
通
過
し
一
安
心
。
養
殖
イ
カ
ダ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
海
上
で
津
波

と
遭
遇
し
て
し
ま
う
と
、
イ
カ
ダ

も
ろ
と
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
っ
た
。
「
浅
い
海
で
津
波

に
あ
わ
な
く
て
助
か
っ
た
」
。

　

安
堵
す
る
間
も
な
く
、
Ａ
ブ
イ

を
目
指
し
、
ひ
た
す
ら
走
り
続
け

た
。
そ
の
時
、
う
っ
す
ら
と
し
た

視
界
か
ら
、
徐
々
に
巨
大
な
海
の

壁
が
、
真
東
か
ら
迫
っ
て
く
る
の

が
見
え
た
。
丁
度
、
港
か
ら
出
航

し
、
15
分
が
経
過
し
て
い
た
。

　　　

迫
り
く
る
20
ｍ
の
大
津
波
。
視

界
の
す
べ
て
が
海
の
壁
で
覆
わ
れ

た
。
そ
の
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
目

を
丸
く
し
た
武
志
さ
ん
。
船
内
に

緊
張
が
走
る
。
ま
る
で
、
太
平
洋

そ
の
も
の
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
「
沖
に
出

れ
ば
絶
対
に
助
か
る
」
と
い
う
確

信
を
持
っ
て
い
た
武
志
さ
ん
。
だ

が
、
あ
ま
り
の
巨
大
さ
に
思
わ
ず

息
を
呑
ん
だ
。
「
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
で
か
い
と
は
」
。

　

津
波
は
真
東
か
ら
襲
来
。
南
南

仙
台
湾
沖
合
い
の

「
Ａ
ブ
イ
」を
目
指
す

20
ｍ
の
海
の
壁
を

駆
け
上
が
る
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東
に
航
行
し
て
い
た
は
や
ぶ
さ
丸

は
、
津
波
に
対
し
て
垂
直
に
進
も

う
と
、
舵
を
切
り
、
船
の
ス
ピ
ー

ド
を
徐
々
に
緩
め
、
巨
大
津
波
に

立
ち
向
か
っ
た
。
津
波
は
高
さ
20

ｍ
に
も
達
し
て
お
り
、
舵
を
つ
か

む
手
に
、
自
ず
と
力
が
入
る
。   

　

津
波
は
急
こ
う
配
の
三
角
形
。

徐
々
に
波
を
駆
け
上
が
る
は
や
ぶ

さ
丸
。
津
波
の
頂
上
で
は
、
す
で

に
白
波
が
た
っ
て
お
り
、
波
が
く

ず
れ
始
め
て
い
た
。
武
志
さ
ん
は

舵
を
、
誠
一
さ
ん
が
ギ
ア
の
レ
バ

ー
を
力
一
杯
握
り
し
め
、
衝
撃
に

備
え
た
。
津
波
の
頂
上
ま
で
駆
け

上
が
っ
た
次
の
瞬
間
、
「
ズ
ド
ー

ン
」
と
大
き
な
衝
撃
が
船
に
伝
わ

る
。
高
さ
20
ｍ
の
頂
上
か
ら
、
一

気
に
海
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ

た
。

　

「
乗
り
越
え
た
！
」
。
武
志
さ

ん
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
、
全
身
の

力
が
一
気
に
抜
け
た
。
だ
が
、
一

瞬
の
安
堵
感
と
共
に
、
ま
た
も
や

緊
張
が
走
る
。
「
次
が
く
る
。
一

刻
も
早
く
深
い
場
所
へ
」
。
す
る

と
５
分
後
、
ま
た
も
や
巨
大
な
海

の
壁
が
眼
前
に
現
れ
、
再
び
海
の

壁
を
昇
る
。
そ
の
後
、
３
分
置
き

に
津
波
が
襲
来
。
20
ｍ
の
大
津
波

を
５
度
も
乗
り
越
え
た
。

　

一
連
の
津
波
の
襲
来
が
終
わ
り

あ
た
り
を
見
渡
す
と
、
海
上
は
一

面
泡
だ
ら
け
。
30
年
以
上
海
の
上

で
仕
事
を
し
て
き
た
が
、
こ
ん
な

海
は
初
め
て
だ
っ
た
。
数
分
後
、

泡
が
徐
々
に
消
え
始
め
る
と
、
今

度
は
ヘ
ド
ロ
を
含
ん
だ
真
っ
黒
な

海
水
が
、
徐
々
に
姿
を
現
し
た
。

ま
た
、
ガ
レ
キ
な
ど
の
漂
流
物

が
、
一
面
海
上
を
埋
め
尽
く
し
て

い
た
。

　

津
波
を
乗
り
越
え
仙
台
湾
沖
に

到
達
し
た
は
や
ぶ
さ
丸
。
自
分
た

ち
の
無
事
を
伝
え
よ
う
と
、
携
帯

電
話
で
と
し
子
さ
ん
に
連
絡
。
奇

跡
的
に
電
話
が
通
じ
、
生
き
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、
仲
間

の
漁
船
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
、
無

線
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。
す

る
と
、
仲
間
の
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。
「
津
波
が
仙
台
港
の
沖
防
波

堤
を
の
み
こ
ん
だ
の
を
見
た
」
。

「
ア
ン
カ
ー
（
イ
カ
リ
）
を
海
へ

落
と
し
停
泊
し
て
い
る
が
、
潮
の

流
れ
が
刻
々
と
変
わ
り
、
船
が
引

き
づ
ら
れ
る
」
と
海
の
異
変
を
知

る
と
同
時
に
、
仲
間
の
無
事
を
確

認
。
連
絡
を
と
っ
た
。

　

夕
闇
が
迫
り
、
あ
た
り
が
薄
暗

く
な
っ
て
き
た
。
徐
々
に
目
視
が

難
し
く
な
り
、
今
度
は
漂
流
物
と

の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
海
上
に
は

仙
台
港
か
ら
流
れ
出
し
た
コ
ン
テ

ナ
や
ガ
レ
キ
が
散
乱
。
巨
大
な
コ

ン
テ
ナ
な
ど
に
も
し
衝
突
で
も
し

た
ら
、
船
が
危
な
い
。
衝
突
を
避

け
る
た
め
に
、
船
に
搭
載
し
て
い

る
船
舶
用
レ
ー
ダ
ー
を
凝
視
し

た
。
現
在
の
船
舶
用
レ
ー
ダ
ー
は

非
常
に
高
性
能
で
、
周
囲
を
飛
ぶ

カ
モ
メ
も
映
る
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
レ
ー
ダ
ー
に
映
し
出
さ
れ

た
の
は
、
ガ
レ
キ
や
コ
ン
テ
ナ
な

ど
３
０
０
個
以
上
。
四
方
八
方
に

点
在
す
る
漂
流
物
で
、
円
形
の
レ

ー
ダ
ー
が
、
白
い
点
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
レ
ー
ダ
ー
と

の
に
ら
め
っ
こ
が
続
く
。
小
刻
み

に
舵
を
操
り
、
漂
流
物
を
さ
け
、

沖
合
い
約
９
㎞
の
Ａ
ブ
イ
を
目
指

し
た
。　

　

す
る
と
、
前
方
に
明
か
り
を

滔
々
と
照
ら
す
万
ト
ン
級
の
巨
大

商
船
が
現
れ
た
。
武
志
さ
ん
は
ひ

ら
め
い
た
。
「
商
船
の
側
に
停
泊

す
れ
ば
安
心
だ
」
。
周
囲
を
照
ら

す
商
船
の
光
は
、
い
わ
ば
海
上
の

灯
台
。
漂
流
物
を
目
視
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
夜
通
し
レ
ー

ダ
ー
を
見
る
こ
と
も
な
く
、
神
経

を
使
わ
な
く
て
済
む
。

　

武
志
さ
ん
は
す
ぐ
さ
ま
商
船
の

側
に
船
を
つ
け
、
そ
の
日
一
晩
、

漂
流
物
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
一

睡
も
す
る
こ
と
な
く
、
夜
明
け
を

待
っ
た
。

　　

翌
日
午
前
５
時
30
分
、
東
の
空

が
明
る
く
な
り
、
夜
が
明
け
た
。

海
上
は
未
だ
に
ガ
レ
キ
や
コ
ン
テ

ナ
が
点
在
。
ま
た
、
一
晩
飲
ま
ず

食
わ
ず
で
体
力
も
限
界
が
近
づ

く
。
だ
が
、
吉
田
浜
の
無
線
局
が

津
波
で
流
さ
れ
、
陸
上
と
の
連
絡

が
と
れ
な
い
。
持
参
し
て
い
る
携

帯
電
話
も
電
源
が
切
れ
た
。
大
津

波
警
報
が
解
除
さ
れ
た
か
ど
う
か

も
わ
か
ら
な
い
。
仲
間
の
船
と
連

絡
を
取
り
合
い
、
も
う
一
晩
海
上

で
過
ご
す
こ
と
を
覚
悟
し
た
。

　

ま
た
、
大
津
波
を
何
度
も
乗
り

越
え
た
武
志
さ
ん
は
、
最
悪
の
シ

ナ
リ
オ
を
想
像
し
て
い
た
。
「
沿

岸
部
は
お
そ
ら
く
駄
目
だ
ろ
う
。

き
っ
と
漁
港
も
被
害
を
受
け
、
帰

港
す
る
の
は
無
理
だ
」
。

　

そ
こ
で
、
水
深
が
深
い
最
寄
り

の
仙
台
新
港
へ
帰
港
す
る
こ
と
を

試
み
た
が
、
製
油
所
か
ら
海
に
流

れ
出
し
た
油
に
も
火
が
引
火
し
、

海
上
も
炎
と
化
し
て
い
た
た
め
断

念
し
た
。
ま
た
、
石
巻
の
渡
波
に

も
入
ろ
う
と
し
た
が
、
無
線
の
情

報
で
、
石
巻
も
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
夕
闇

が
迫
る
。
も
う
一
晩
海
上
で
過
ご

す
こ
と
を
覚
悟
し
た
が
、
武
志
さ

塩
釜
港
へ
帰
港

海
上
で
の
死
闘
が
終
わ
る

漂
流
物
を
避
け

巨
大
商
船
わ
き
に
避
難

こ
う
こ
う
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10ｍ

海面←

10ｍ

20ｍ

【船舶航路】

西箱島

東箱島
中箱島

二ツ島
榎島

雀島
権現堂島

【船舶航路】

吉田・花渕漁港

津波に遭遇

大　根

端島根

海苔養殖イカダ

海苔養殖イカダ

じ
ょ
う
が
ん

　

ん
は
思
い
立
っ
た
。
「
湾
の
奥
に

あ
る
塩
釜
港
な
ら
被
害
も
少
な

く
、
入
港
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
。
仲
間
の
船
に
塩
釜
港
へ
の

調
査
へ
行
く
と
伝
え
、
海
上
を
漂

う
ガ
レ
キ
や
家
、
養
殖
い
か
だ
な

ど
を
か
き
分
け
、
塩
釜
港
へ
船
を

慎
重
に
走
ら
せ
た
。
海
上
か
ら
見

え
る
の
は
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
て
い
た
花
渕
浜
や
代
ヶ
崎
浜
。

目
が
し
ら
を
抑
え
な
が
ら
、
塩
釜

港
へ
と
急
い
だ
。

　

代
ヶ
崎
浜
前
ま
で
航
行
す
る

と
、
対
岸
か
ら
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗

っ
た
海
上
保
安
庁
の
職
員
が
、
船

に
近
寄
っ
て
き
た
。
漂
流
物
が
四

方
八
方
に
広
が
り
、
沖
に
い
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
話
す

と
、
湾
内
の
ま
が
き
港
へ
案
内
さ

れ
た
。
海
上
で
の
死
闘
が
、
や
っ

と
幕
を
閉
じ
た
。

　

「
８
６
９
年
、
貞
観
の
大
地
震

の
際
、
今
回
と
同
規
模
の
津
波
が

宮
城
県
沿
岸
を
襲
っ
て
い
る
。
歴

史
は
繰
り
返
さ
れ
る
。
前
回
は
大

丈
夫
だ
か
ら
今
回
も…

。
と
い
う

考
え
で
は
な
く
、
先
人
た
ち
の
教

訓
を
無
駄
に
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら

危
機
意
識
を
持
ち
、
常
に
念
頭
に

入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
大
津
波
と
闘
っ
た
鈴
木
武

志
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
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＊お申し込み・お問い合わせは、政策課まで　　357-7439　FAX 357-5744

昨年行われたまちづくりワークシ
ョップの様子
昨年行われたまちづくりワークシ
ョップの様子

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

　（
平
成
23
年
７
月
19
日
現
在
）

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

  

七
ヶ
浜
町
民
の
方　

59
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

　

七
ヶ
浜
町
外
の
方　

７
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現
在
、

　

身
元
不
明
の
方　

 　

３
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

　

七
ヶ
浜
町
民
の
方　

32
名　

　
　
　
　
　
　
　

計　

１
０
１
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
行
方
不
明
者　

５
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
本
部
ま
で

357
７
４
３
６

　
避
難
所
情
報

　（
平
成
23
年
６
月
20
日
現
在
）

　

平
成
23
年
６
月
20
日
午
後
５
時
を
も
っ

て
町
内
の
避
難
所
は
閉
鎖
し
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
本
部
ま
で

357
７
４
３
６

357
７
４
４
９

災害復興
情報

七
ヶ
浜
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

震災復興まちづくりワークショップ参加者募集!!

「七つの浜を生かした復興マップづくり」

　現在、町では 3．11 発生の東日本大震災による震災被害に迅速に対応するために策定した震災復興基本方針

（平成23年4月25日策定）に基づき、復旧期（3年）、再生期（5年）、発展期（10年）を見据えながら、「住民の意向」

を踏まえた震災復興計画の策定に取り組んでいます。

　その第一歩として、住民と行政が共に現状の問題を認識し、今後のまちづくりを協働で進めるため、復興に

向けたまちづくりワークショップを開催します。

　今回は「防災」、「教育（子育て）」、「景観」、「コミュニティ」の 4つのテーマに焦点をあて、『住みよい七ヶ浜』を

主題として未来の七ヶ浜の姿を構想します。ご一緒に学び話し合ってみませんか。

●と　き　8月28日(日) 午後1時30分 ～ 午後4時30分(予定）

●ところ　七ヶ浜町生涯学習センター 中央公民館 2階 大会議室

●対　象　小学生以上の方で、町民の方、または町内で働いている方

　　　　（年齢・性別は、問いませんので、奮って参加ください!!）

●募集人数　30名程度  ●持ち物　筆記用具  ●参加費 無料

●申込締切日　8月15日(月)まで

●申込方法  

　電話またはFAXにて政策課までお申し込みください。

　または、七ヶ浜町ウェブサイト（http://www.shichigahama.com）のトップ・ページの右下にあるお問い

合わせフォームから、回答不要を選択し、氏名・メールアドレス、タイトル欄に「震災復興まちづくりワー

クショップ参加希望」と入力、お問い合わせ内容欄には、参加する方の住所、性別、年齢、職業（学生の場

合は学校名・学年）と興味のあるテーマを入力して送信してください。

　
応
急
仮
設
住
宅
等
入
居
者
情
報

　（
平
成
23
年
７
月
19
日
現
在
）

■
応
急
仮
設
住
宅　

1
．第
一
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
１
５
０
戸
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
５
名

２
．七
ヶ
浜
中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
１
０
６
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
７
名

３
．生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前（
67
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
４
名

４
．湊
浜
旧
町
営
住
宅
跡
地（
17
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

53
名

５
．松
ヶ
浜
謡
児
童
遊
園（
15
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

38
名

６
．社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
下（
13
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43
名

７
．国
際
村
第
２
駐
車
場（
37
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

75
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
４
０
５
戸

■
民
間
賃
貸
住
宅
の
応
急
仮
設
住
宅 

  

扱
い（
宮
城
県
の
決
定
分
）　

　

１
９
０
世
帯　

６
７
９
名

　

（
内
、町
外
で
の
罹
災
者
６
世
帯
20
名
）

■
そ
の
他（
親
戚
宅
や
社
宅
等
）　

　

不
明

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

　
義
援
金
寄
附
金
の
募
集

　

七
ヶ
浜
町
で
は
、
一
日
も
早
い
復
興
を
目

指
し
、
義
援
金
、
一
般
寄
附
金
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
七
ヶ
浜
町
役
場
を
名
乗
り
「
義
援

金
を
×
×
口
座
に
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」
な

ど
、
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
っ
た
と
の

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
義
援
金
口
座
を
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役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財　政　課

 政　策　課

　教育総務課

　建設課(管理係) 

　　　　(施設係)

　産業課(水産商工係)

　　　　(農政係)

公共機関等電話番号

357-2111
357-7435
357-7436
357-7437
357-7438
357-7439
357-7440
357-7441
357-7442
357-7443
357-7444

　町民課(戸籍住民係)
　　　　(国保年金係)
　地域包括支援センター
　健康増進課(高齢者福祉係)
　　　　　　(保健指導係)
　地域福祉課
　会　計　課
　税務課（固定資産税係)
　　　　（住民税係)
　町税等徴収特別対策室
　環境生活課

357-7445
357-7446

357-7448
357-7449
357-7450
357-7451
357-7452
357-7453
357-7454

　子育て支援センター
　水道事業所(水道係)
　　　　　　(下水道係)
　　　　　　(施設係)
生涯学習センター
老人福祉センター「浜風」
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ
アクアゆめクラブ
元気茶屋(ミニデイ)

357-7455
357-7456
357-7457
357-7458
357-3302
357-4976
365-5567
357-5931
休館中

357-7920
357-3303

357-5031
休館中
357-2607
閉所中
362-7731
366-6141
357-4796
349-7781
357-6039
357-2216
357-4349

357-7447

町民プール 
図書センター
給食センター
遠山保育所
汐見保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター
七 ヶ 浜 交 番
七ヶ浜消防署

357
７
４
４
９

※遠山保育所へのお問い合わせは、汐見保育所まで
※図書センターおよびアクアリーナへのお問い合わせは、生涯学習センターまで

再
確
認
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
義
援
金
（
７
月
15
日
現
在　

４
８
８
件
） 

　
　
　
　
　
　

７
０
，５
９
８
，８
６
５
円

　
内
配
分
済
額（
平
成
23
年
７
月
13
日
現
在
） 

　
　
　
　
　
　

５
２
，７
５
０
，０
０
０
円

　
配
分
後
義
援
金
額

　
　
　
　
　
　

１
７
，８
４
８
，８
６
５
円

●
一
般
寄
附
金（
復
興
支
援
）

　
　
　
　

（
７
月
15
日
現
在　

１
８
１
件
）

　
　
　
　
　

２
２
８
，４
７
４
，９
５
１
円

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　（
七
ヶ
浜
町
へ
の
寄
附
）

　
町
の
一
般
財
源
と
し
て
様
々
な
町
政
運

営
の
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
教
育
・
福
祉
・
防
災
、減
災
・

地
域
活
性
化
・
環
境
対
策
な
ど
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
町
政
運
営
に
充
て
る
こ
と
に

な
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援
と
な

り
ま
す
。

●
手
続
き　

寄
附
申
込
書
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
メ
ー
ル
等
に
よ
り
財
政
課
「
ふ
る
さ

　

と
納
税
」担
当
宛
に
送
付

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
ま
で

■
義
援
金

  

災
害
に
よ
る
被
災
者
に
向
け
た
義
援
金

と
な
り
ま
す
。
義
援
金
配
分
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、
被
災
者
の
被
災
状
況
な
ど
に
よ
り

分
配
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
全
て

被
災
者
へ
配
分
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
被
災

者
へ
の
支
援
と
な
り
ま
す
。
下
記
の
専
用
口

座
に
直
接
、
振
込
等
に
よ
り
入
金
し
て
く
だ

さ
い
。

　

●
銀
行
支
店
名

　
　

七
十
七
銀
行
七
ヶ
浜
支
店

　

●
口
座
種
別
及
び
番
号　

　
　

普
通
預
金　

９
０
０
０
８
８
７

　

●
口
座
名
義

　
　

七
ヶ
浜
町
会
計
管
理
者 

阿
部
真
也

■
一
般
寄
附
金（
復
興
支
援
）

　
町
の
一
般
財
源
と
し
て
様
々
な
行
政
活

動
の
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
損
壊
し
た
公
共
施
設（
学
校
、

体
育
館
、
町
道
な
ど
）
の
修
繕
や
復
興
に
向

け
た
行
政
活
動
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援
と
な
り
ま
す
。

七
ヶ
浜
町
財
政
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

：

zaisei@shichigahama.com

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

357
７
４
３
８

　
義
援
金
の
一
次
配
分
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

へ
、
義
援
金
受
付
団
体（
日
本
赤
十
字
社
、
中

央
共
同
募
金
会
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
）、
宮
城
県
お
よ
び
七
ヶ

浜
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
、
宮
城
県
お

よ
び
七
ヶ
浜
町
災
害
義
援
金
配
分
員
会
に

お
い
て
決
定
し
た
内
容
で
配
分
い
た
し
ま

す
。

【
義
援
金
支
給
対
象
者
】

●
支
給
対
象

①
死
亡
・
行
方
不
明
者
の
方
が
い
る
世
帯

②
災
害
障
害
見
舞
金
対
象
者

③
住
宅
全
壊（
焼
）・
大
規
模
半
壊
・

　
半
壊（
焼
）の
世
帯

④
震
災
孤
児

●
申
請
者

①
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
お
よ
び
祖
父
母

　

の
順
（
ご
遺
族
が
い
な
い
場
合
に
は
法
定

　

相
続
人
な
ど
）

※
同
順
位
の
方
が
複
数
い
る
場
合
に
は
そ

　

の
う
ち
の
1
人

②
災
害
に
よ
り
負
傷
、
疾
病
に
か
か
り
、
一

　

定
の
障
害
が
認
め
ら
れ
る
方

③
住
家
の
世
帯
主
。
被
災
当
時
の
世
帯
主
が

　

死
亡
・
行
方
不
明
の
場
合
に
は
、
新
し
い

　

世
帯
主
。（
同
居
遺
族
が
い
な
い
場
合
に

　

は
法
廷
相
続
人
）

④
震
災
に
よ
り
父
母
を
失
っ
た
児
童

【
申
請
方
法
】

　

災
害
弔
慰
金
・
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
・
七
ヶ
浜
町
災
害
見
舞
金
の
申
請
を

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
も
と

に
今
回
の
義
援
金
の
支
給
申
請
と
い
た
し

ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
支
給
日
】

●
義
援
金
受
付
団
体
お
よ
び
宮
城
県

　

６
月
15
日
～

●
七
ヶ
浜
町　

６
月
30
日
～

単
位(

円
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

被害 対象項目
義援金受付
団体配分額

県配分額

死亡・行方不明者 350,000

350,000

180,000

180,000

150,000

100,000

100,000

70,000

20,000

500,000

町配分額

50,000

25,000

50,000

50,000

25,000

150,000

災害障害見舞金
対象者

住宅全壊(焼)

大規模半壊

住宅半壊
(大規模半壊を除く）

人的

住家

震　災　孤　児

―

―
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■
行
政
相
談

　

行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　

星　

 

初
枝
（
菖
）
瀬
戸 

源
市
（
東
）

■
人
権
相
談

　

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　

星　

 

德
光
（
菖
）
伊
藤 

せ
い
子
（
代
）

　
　

村
上 

妙
子
（
境
）
髙
原 

重
輝
（
汐
）

　
　

引
地 

淑
子
（
花
）

    

仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局

■
生
活
相
談

　

生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員　

各
地
区
の
民
生
委
員

※
行
政･

人
権･

生
活
相
談
は
次
の
と
お
り

　
と
　
き
　
８
月
９
日（
火
）、９
月
13
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

　

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
ま
で

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　
と
　
き　

９
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分（
一
人
30
分
）

  

と
こ
ろ　

水
道
庁
舎
２
階

　

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　

ご
予
約
は
総
務
課
ま
で

■
消
費
生
活
相
談

　

消
費
生
活
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
村
上 

妙
子
（
境
）

　
と
　
き　

８
月
１
日
、４
日
、８
日
、11
日
、17
日
、

　
　
　
　
　
　

18
日
、22
日
、25
日
、29
日
、９
月
１
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
と
こ
ろ　

役
場
相
談
室

　

お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
ま
で

■
身
体
障
害
者
相
談

　

障
害
の
悩
み
や
社
会
保
障
制
度
の
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　

鈴
木　

勲　

（
菖
）

　
　

川
村　

矩
子
（
遠
）

　
　

星　
　

好
男
（
東
）

■
知
的
障
害
者
相
談

　

知
的
障
害
者
の
生
活
等
に
関
す
る
相
談

　
●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　　

木　

正
俊
（
松
）

357
２
４
６
１

363
２
２
２
４

362
１
３
９
４

357
２
３
１
４

357
７
４
３
６

362
２
３
３
８

357
７
４
３
６

357
７
４
４
３

の
り

こ

た
も

き

暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
被
害
を
受
け

た
建
物
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
七
ヶ
浜
町
で

は
左
記
の
災
害
見
舞
金
の
支
給
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
５
月
18
日
ま
で
提
出
書
類
が

す
べ
て
整
っ
て
い
る
方
は
、
平
成
23
年
５
月

31
日
に
口
座
へ
振
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
随
時
振
込
の
事
務
処

理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
災
害
見
舞
金
の
額

　

【
全
壊
】

　

（
り
災
証
明
書
の
全
壊
お
よ
び
大
規
模
半
壊
）

　

自
家　

10
万
円

　

借
家　

７
万
円

　

【
半
壊
】（
り
災
証
明
の
半
壊
）

　

自
家　

５
万
円

　

借
家　

３
万
円

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

●
対
象
と
な
る
世
帯

　

被
災
当
時
に
居
住
し
て
い
た
家
屋
が
、
り

災
証
明
書
で
「
全
壊
」
お
よ
び
「
大
規
模
半

壊
」
と
証
明
さ
れ
た
世
帯
。
ま
た
は
住
宅
が

半
壊
し
、
ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生

じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世

帯●
支
給
額

　

支
給
額
は
、
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
基
礎
支
援
金
と
再
建
方
法
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
加
算
支
援
金
に
な
り

ま
す
。（
世
帯
人
数
が
１
人
の
場
合
に
は
該

当
欄
の
金
額
の
４
分
の
３
の
額
）

　
義
援
金
の
二
次
配
分
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

へ
、
義
援
金
受
付
団
体（
日
本
赤
十
字
社
、
中

央
共
同
募
金
会
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
）、
宮
城
県
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
を
、
宮
城
県
災
害
義
援
金
配
分
員

会
に
お
い
て
決
定
し
た
内
容
で
配
分
い
た

し
ま
す
。

【
義
援
金
支
給
対
象
者
】

●
支
給
対
象

①
死
亡
・
行
方
不
明
者
の
方
が
い
る
世
帯

②
住
宅
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

　
半
壊
の
世
帯

③
母
子
父
子
世
帯

④
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
入
所
者
等

●
申
請
者

①
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
お
よ
び
祖
父
母

　

の
順
（
ご
遺
族
が
い
な
い
場
合
に
は
法
定

　

相
続
人
な
ど
）

※
同
順
位
の
方
が
複
数
い
る
場
合
に
は
そ

　

の
う
ち
の
1
人

②
住
家
の
世
帯
主
。
被
災
当
時
の
世
帯
主
が

　

死
亡
、
行
方
不
明
の
場
合
に
は
、
新
し
い

　

世
帯
主
。（
同
居
遺
族
が
い
な
い
場
合
に

　

は
法
廷
相
続
人
）

③
震
災
に
よ
り
半
壊
以
上
の
住
家
を
受
け
、

　

震
災
時
に
母
子
（
父
子
）
世
帯
で
あ
っ
た

　

方
若
し
く
は
震
災
に
起
因
す
る
理
由
に

　

よ
り
配
偶
者
が
死
亡
し
母
子
（
父
子
）
世

　

帯
と
な
っ
た
方
。（
児
童
と
は
、
平
成
４
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
11
日
に

　

生
ま
れ
た
方
）

【
申
請
方
法
】

　
支
給
対
象
の
「
①
死
亡
・
行
方
不
明
者
の

方
が
い
る
世
帯
」、「
②
住
宅
全
壊
・
大
規
模

半
壊
・
半
壊
の
世
帯
」
に
つ
い
て
は
、
災
害

弔
慰
金
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
、
七

ヶ
浜
町
災
害
見
舞
金
の
申
請
を
さ
れ
た
方

は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
義
援
金
の
支
給
申

請
と
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
③
母
子
父
子
世
帯
」に
つ
い
て
は
、
新
た

な
申
請
が
必
要
で
す
。
り
災
証
明
書
、
戸
籍

謄
本（
当
町
に
本
籍
が
な
い
場
合
）、
申
請
者

（
父
ま
た
は
母
）の
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
８

月
１
日
よ
り
地
域
福
祉
課
窓
口
で
申
請
受

付
い
た
し
ま
す
。

【
配
分
金
額
】　
　
　
　
　
　
　（
単
位
：
円
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

被害 対象項目
義援金受付
団体配分額 県配分額

死亡・行方不明者 500,000

500,000

470,000

270,000

―

50,000

30,000

30,000

住宅全壊

大規模半壊

半壊(大規模半壊を除く）

人的

住家

200,000母子・父子家庭 ―
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【基礎支援金】

【加算支援金】

住宅の
被害程度

住宅の
再建方法

支給額 100万円 100万円 50万円

支給額 200万円 100万円 50万円

全　壊 解　体 大規模半壊

建設・購入 補　修
　 賃　借
(公営住宅以外）

●
支
給
日

　

時
期
未
定（
随
時
支
払
い
を
実
施
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

◆災害対策本部（　 357-7436）　
　平日、土日祝日も開庁。午前 8時 30 分から午後 5時 15 分
◆役場各課窓口
　平日のみ開庁。午前 8時 30 分から午後 5時 15 分
◆生涯学習センター（　 357-3302）
　●中央公民館
　　7月 1日より貸館などの通常業務開始。
　●老人センター
　　避難所となっているため、当分の間は利用するこ   
  とができません。
　●すぱーく七ヶ浜
　　救援物資の搬入および災害ボランティアセンター 
  事務局となっているため、当分の間は利用すること
  ができません。
◆図書センター
　地震による損傷があるため、当分の間は利用するこ
とができません。
※お問い合わせは、生涯学習センターまで。
◆歴史資料館（　 365-5567）
　7 月 1 日より通常業務開始。
◆七ヶ浜国際村（　 357-5931）
　7月 1日より貸館などの通常業務開始。
◆町内のスポーツ施設
　●アクアリーナ
　　地震による損傷があるため、当分の間は利用す
　ることができません。
　※お問い合わせは、生涯学習センターまで

　●アクアゆめクラブ事務局 ( 　357-7920）
　　通常どおり業務を行っています。
　●町民体育館
　　地震による損傷があるため、当分の間は利用す
　ることができません。
　●サッカースタジアム
　　芝養生のため 9 月末まで利用することができ
　ません。
　●野球場
　　通常どおり利用できます。
  ●テニスコート
　　地震による損傷があるため、当分の間は利用す
　ることができません。
　●第 1スポーツ広場、キャンプ場
　　応急仮設住宅用地のため使用停止。
  ●第 2スポーツ広場
　　通常どおり利用できます。
　●町民プール
　　5月 1日より営業を開始しています。
　　【土・日・祝日】　午後 5時まで
　　【火～金曜日】　午後 8時まで
　●武道館
　　通常どおり利用できます。
　※上記 9施設へのお問い合わせは、アクアゆめク
　　ラブまで

　
災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

●
対
象
と
な
る
方

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
自

然
災
害
に
よ
り
、
死
亡
さ
れ
た
町
民
の
ご
遺

族
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
遺
族
の
範
囲

　

・
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

　
　

が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

　
　

に
あ
っ
た
者
を
含
み
、
離
婚
の
届
出
を

　
　

し
て
い
な
い
が
事
実
上
離
婚
し
た
と

　
　

同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
除
く
）、

　
　

子
、父
母
、孫
、祖
父
母

●
弔
慰
金
の
額

　

・
死
亡
者
が
弔
慰
金
を
受
け
取
る
遺
族

　
　

の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
た

　
　

場
合　

５
０
０
万
円

　

・
そ
の
他
の
場
合　

２
５
０
万
円

●
支
給
日　

６
月
20
日
～

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

　
災
害
障
害
者
見
舞
金
を

　
支
給
し
ま
す

●
対
象
と
な
る
方

　

災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
ま
た
は
疾
病
に
か

か
り
、著
し
い
障
害
を
受
け
た
方

●
災
害
障
害
見
舞
金
の
額

　

・
世
帯
の
生
計
維
持
者
が
重
度
の
障
害

　
　

を
受
け
た
場
合　

２
５
０
万
円

　

・
そ
の
他
の
も
の
が
重
度
の
障
害
を
受

　
　

け
た
場
合　

１
２
５
万
円

●
支
給
日　

　

手
続
き
後
速
や
か
に
支
給
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

357
７
４
４
９

震災の影響で、現在遠山保育所の安全確保が難しく危険であることから、

4月11日より、汐見保育所1か所での合同保育を行っています。

公共機関　開館・閉館状況
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七
ヶ
浜
町
に
お
け
る
放
射
線
量
等

　
の
調
査
状
況
に
つ
い
て

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、

放
射
線
に
つ
い
て
心
配
さ
れ
る
方
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
放
射
線
量
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
月
16
日
か
ら
現
在
ま
で
、
宮
城
県
原

子
力
安
全
対
策
室
の
方
か
ら
「
宮
城
県
内
の

放
射
線
量
に
つ
い
て
、
健
康
に
影
響
を
与
え

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
報

告
を
受
け
て
お
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。町
で
も
、
随
時
測
定
し
、
結
果
を
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況

●
実
施
方
法
　　

　

町
職
員
が
簡
易
型
放
射
線
測
定
器
に
よ

り
、役
場
前
・
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
を
地
表
面 

よ
り
１
ｍ
、
０
・
５
ｍ

の
高
さ
で
測
定
を
実
施
。
測
定
は
１
分
お
き

に
６
回
（
６
分
間
）
測
定
し
、
平
均
値
（
少
数

点
第
３
位
を
四
捨
五
入
）
を
測
定
結
果
と
し

て
い
ま
す
。

●
測
定
結
果

(1)
役
場
駐
車
場　

※
６
月
30
日
か
ら
７
月
15
日
現
在
ま
で
、
計
12

　

回
測
定
し
て
お
り
、
右
表
は
、
7
月
15
日
時

　

の
数
値
で
す
。
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、

　

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
６
月
30
日
か
ら
７
月
15
日
現
在
ま
で
、
計
７

　

回
測
定
し
て
お
り
、
左
表
は
、
7
月
15
日
時

　

の
数
値
で
す
。
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、

　

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

②
土
壌
表
層
中
の

　
放
射
性
物
質
の
蓄
積
状
況

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
福
島
第
1
原
子

力
発
電
所
か
ら
１
０
０
キ
ロ
範
囲
で
あ
る

宮
城
県
の
19
の
市
町
村
で
土
壌
採
取
調
査

を
６
月
28
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

七
ヶ
浜
町
で
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
か
ら
サ
ン
プ
ル
５
個
を
採
取
し
、
土

壌
表
層
中
の
放
射
性
物
質
の
蓄
積
状
況
調

査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
結
果
に
つ
い

て
は
、後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

③
学
校
プ
ー
ル
水
の
放
射
能
に
関
す
る
検
査

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
県
立
・

市
町
村
立
学
校
の
プ
ー
ル
水
の
放
射
能
に

関
す
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
検
査
を
６
月
16
日

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

●
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
県
立
・

　
市
町
村
立
学
校
の
プ
ー
ル
水
の
放
射
能

　
に
関
す
る
検
査

　
　

県
内
全
域
を
対
象
に
６
月
16
日
か
ら

　

サ
ン
プ
リ
ン
グ
検
査
し
た
（
第
１
回
目
）

　

小
中
学
校
お
よ
び
県
立
学
校
の
プ
ー
ル

　

水
の
検
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
県
内
プ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
水
質
サ
ン
プ
ル
検
査
の
結
果
】

　

ヨ
ウ
素
Ｉ
―
１
３
４

：

不
検
出

　

セ
シ
ウ
ム
Ｃ
ｓ
―
１
３
４

：

不
検
出　

　

Ｃ
ｓ
―
１
３
７

：

不
検
出

　　

７
月
４
日
に
実
施
し
た
汐
見
小
学
校
の

プ
ー
ル
水
の
検
査
結
果
が
県
よ
り
報
告
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
汐
見
小
学
校
の

　
　
　
　
　
プ
ー
ル
の
水
質
検
査
の
結
果
】

　

ヨ
ウ
素
Ｉ
―
１
３
４

：

不
検
出

　

セ
シ
ウ
ム
Ｃ
ｓ
―
１
３
４

：

不
検
出　

　

Ｃ
ｓ
―
１
３
７

：

不
検
出

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
生
活
課
ま
で

357
７
４
５
４

測定月日

天　　候

測定時間

測定結果

地上1ｍ

測定結果

地上0,5ｍ

 7月15日

晴　　れ

午前

9時13分

  0.09

  0.09

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

測定施設

亦楽小学校

松ヶ浜小学校

汐見小学校

七ヶ浜中学校

向洋中学校

汐見保育所

和光幼稚園

松ヶ浜幼稚園

遠山幼稚園

汐見台幼稚園

第二柏幼稚園

測定時刻

午後2時48分

午前10時6分

午後１時26分

午後３時３分

午前10時50分

午後１時48分

午前９時42分

午前10時26分

午前11時10分

午後1時9分

午後2時８分

測定場所

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

地上からの

高さ1ｍ

0.10

0.09

0.12

0.12

0.11

0.09

0.06

0.11

0.10

0.09

0.11

地上からの

高さ0.5ｍ

0.11

0.08

0.12

0.14

0.12

0.10

0.06

0.13

0.09

0.09

0.13

(2)
町
立
小
中
学
校
・
保
育
所
・
私
立
幼
稚

　

園（
校
庭
・
園
庭
）

●
測
定
月
日　

７
月
15
日（
金
）

●
天
候　

晴
れ

※
測
定
機
器
は
、
簡
易
型
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

　

（
Ｐ
Ａ
―
１
０
０
０
）を
使
用
。

※
文
部
科
学
省
に
よ
る
学
校
に
お
け
る
放

　

射
線
量
の
暫
定
基
準
毎
時
３
・
８
マ
イ

　

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
学
校
な
ど
で

　

は
野
外
活
動
を
制
限

（単位:μSv/h）

（単位:μSv/h）
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＊お問い合わせは、政策課まで　　357－7439

　✉kouhou@shichigahama.com FAX 357-5744　　

　現在町外へ避難されている方へ、町の広報紙「広

報しちがはま」を毎月お送りいたします。ご希望の

方は、下記のとおり政策課までお申し込みくださ

い。

●対象となる方　町外へ避難されている方

●申込方法　電話・電子メール・FAX などで、現在

の住所、氏名、連絡先を政策課までご連絡ください。

※広報紙は、役場受付に備え付けているほか、町ウ

ェブサイトにも掲載しております。

　町では、今回の地震や津波での被害を記録し、後

世へ語り継ぐため、津波の写真や動画を集めていま

す。皆さんが撮影された写真や動画がありました

ら、ぜひご提供ください。

　ご提供いただいた写真や動画については、今後の

防災・減災対策として、町広報紙などで使用させて

いただきます。

津波の写真・動画をご提供ください
　9月 11 日（日）の七ヶ浜町長・町議会議員一般選

挙に立候補を予定されている方は、忘れずに出席し

てください。

●と　き　8月 8日（月 ) 午後 2時～

●ところ　水道事業所 2階会議室

●内　容　立候補届出に関する手続きなど

　　　　　※1候補者 2名以内まで出席できます。

立候補予定者説明会を開催します

　震災により延期されておりました、七ヶ浜町長・

町議会議員一般選挙を下記のとおり執行する予定

となりました。

●選挙期日　9月 11 日（日）　

●投票時間　午前 7時～午後 8時

●投票所　後日郵送される入場券をご確認ください。

＊お問い合わせは、選挙管理委員会まで　　357－7436

■
宮
城
う
た
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
in

　

七
ヶ
浜
を
開
催
し
ま
す

　

ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
８
月
21
日（
日
）「
宮
城
う
た
の
日
コ
ン
サ

ー
ト
in
七
ヶ
浜
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://miyagi-utanohi.com/

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、七
ヶ
浜
国
際
村
ま
で

357
５
９
３
１

■
仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を

　

延
期
し
ま
す

　

ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
８
月
28
日
（
日
）「
仲
道
郁
代
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン 

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
曲
公
演
第
４
弾
」

は
延
期
と
な
り
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を

変
更
し
、９
月
24
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、七
ヶ
浜
国
際
村
ま
で

357
５
９
３
１

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
・

　

開
催
に
つ
い
て

■
七
の
市
を
当
面
の
間
休
止
し
ま
す

　

毎
月
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
七
の
市
」

に
つ
い
て
、
当
面
の
間
休
止
し
ま
す
。
開
催

が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、産
業
課
ま
で

357
７
４
４
３

　

農
地
の
瓦
礫
撤
去
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ

357
７
４
４
４

　

町
内
の
農
地
に
あ
る
瓦
礫
撤
去
に
つ
い

て
、
環
境
等
に
配
慮
し
て
６
月
中
旬
よ
り
、

阿
川
地
区
の
一
部
（
松
ヶ
浜
字
新
林
崎
・
字

上
納
、
菖
蒲
田
浜
字
新
大
谷
地
の
一
部
）
に

つ
い
て
撤
去
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
農
地
の
瓦
礫
撤
去
に
つ
い
て

の
本
格
的
な
実
施
は
、
７
月
下
旬
よ
り
着
手

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

作
業
個
所
に
つ
い
て
は
、
瓦
礫
の
量
等
で

多
少
前
後
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
重
機
に
よ

る
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
農
地
の
復
旧
を
念

頭
に
置
い
て
作
業
を
心
が
け
て
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、産
業
課
ま
で

　

七
ヶ
浜
土
地
改
良
区
か
ら
の
お
知

　

ら
せ

　

七
ヶ
浜
土
地
改
良
区
事
務
所
は
、
震
災
に

よ
り
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
事
務
所

の
復
旧
は
目
処
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
組
合
員

の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
応
急
措
置
と
い
た
し
ま

し
て
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

０
８
０
―
６
０
５
４
―
３
９
８
４

　

（
職
員
に
支
給
し
た
携
帯
電
話
と
な
っ
て

　

お
り
ま
す
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
右
記
電
話
番
号
ま
で

9月11日(日) 
七ヶ浜町長・町議会議員一般選挙

執行予定

町外へ避難されている方へ
町広報紙をお送りいたします
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各
種
相
談

　
各
種
証
明

■
被
災
車
両
の
廃
車
手
続
き
お
よ
び

　
遺
産
相
続
等
に
関
す
る
無
料
相
談

　

今
回
の
震
災
に
よ
り
お
車
が
水
没
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
方
の
廃
車
手
続
き
お
よ

び
被
災
さ
れ
た
方
の
遺
産
相
続
な
ど
の
書

類
手
続
き
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
　
き　

８
月
８
日（
月
）～
12
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

水
道
事
業
所
２
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
行
政
書
士
塩

　

竈
支
部
ま
で

395
９
４
４
０

震
災
関
係
情
報

■
被
災
届
出
証
明
書

　

家
屋
以
外
の
動
産
（
家
財
等
）
が
七
ヶ
浜

町
内
で
被
災
し
た
場
合
、
本
人
の
届
出
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。
申
請
に
印
鑑

は
不
要
で
す
。
総
務
課
で
受
付
、
即
日
発
行

し
ま
す
。

●
と
　
き　

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

357
７
４
３
６

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

七
ヶ
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
申
込
方
法　

電
話
か
直
接
同
セ
ン
タ
ー

　

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

　
　

０
８
０
―
５
９
４
９
―
８
４
５
２　

　
　

０
９
０
―
６
８
５
３
―
４
４
９
０

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
受
付
時
間
お
よ
び
活
動
終
了
予
定
時
間

　
・
受
付　

午
前
９
時

　

・
終
了　

午
後
４
時
終
了
予
定

●
活
動
内
容

　

が
れ
き
の
撤
去
（
砂
浜
な
ど
）、
側
溝
清

掃
、そ
の
他

　
津
波
被
害
に
よ
り
流
失
し
た

　
遺
失
物
の
縦
覧

　

津
波
で
流
さ
れ
た
写
真
、
賞
状
、
位
牌
な

ど
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
貴
重
品
類
以
外
の
も
の
】

●
と
　
き　

土
日
祝
日
の
み

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜

※
所
有
者
が
判
明
で
き
る
一
部
の
遺
失
物 

  

に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
で
お
預
か
り   

  

し
て
い
ま
す
。

【
貴
重
品
類
】

　

貴
重
品
類
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
（
塩
釜

警
察
署
）、
七
ヶ
浜
交
番
（
湊
浜
）
に
遺
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
本
部
ま
で

357
７
４
３
６

■
り
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

　

税
務
課
に
お
い
て
申
請
受
付
し
、
発
行
し

て
お
り
ま
す
「
り
災
証
明
書
」で
す
が
、
調
査

お
よ
び
発
行
ま
で
に
お
待
た
せ
す
る
期
間

が
長
か
っ
た
こ
と
、
一
部
誤
字
、
脱
字
等
に

よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に

対
し
、深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
、
よ
り
迅
速
に
証
明
書
が
お
手

元
に
届
く
よ
う
今
後
も
一
層
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
り
災
証
明
書
」の
内
容
に
つ
い
て

ご
不
明
の
点
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
必
要
に

応
じ
再
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
ま
で

357
７
４
５
１

■
家
の
片
付
け
な
ど
、
私
た
ち
が
手

　
伝
い
ま
す
！

●
依
頼
方
法
・
受
付
時
間

　

電
話
か
直
接
七
ヶ
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
　
所　

す
ぱ
ー
く
七
ヶ
浜

●
受
付
番
号

　
　

０
８
０
―
５
９
４
９
―
７
３
６
８　

　
　

０
８
０
―
５
９
４
９
―
７
３
６
９

●
活
動
内
容

　

浸
水
家
屋
の
家
財
や
畳
の
運
び
出
し
、
危

険
を
伴
わ
な
い
も
の
、
高
齢
世
帯
・
一
人
暮

ら
し
の
方
の
家
の
片
づ
け
、そ
の
他
要
相
談

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
中
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
右
記
電
話
番
号
ま
で

　
上
下
水
道

■
汚
水
処
理
場

　「
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

　

今
回
の
震
災
に
よ
る
津
波
の
被
害
に
よ

り
、
七
ヶ
浜
町
の
汚
水
を
処
理
し
て
い
る

「
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
が
大
き
な
被
害
を

受
け
、
下
水
を
き
れ
い
に
す
る
能
力
が
低
下

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
機
能
回
復
に
向
け
鋭
意
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
汚
水
処
理
に
つ
い
て

は
、
一
次
処
理
に
て
放
流
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
作
業
内
容
や
風
向
き
に
よ
っ
て
は
臭

気
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
付
近
住
民
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
城
の
川
や
海
の
環
境
を
守
る
た
め
、
節
水

と
と
も
に
自
然
に
や
さ
し
い
水
利
用
お
よ

び
油
や
食
べ
残
し
な
ど
を
下
水
に
流
さ
な

い
よ
う
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

1
水
道
の
蛇
口
は
こ
ま
め
に
閉
め
る
。

　
２
油
や
食
べ
残
し
を
下
水
に
流
さ
な
い
。

　
３
お
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
な
ど
に
再

　
　
利
用
す
る

仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
復
旧
状
況
の
詳
細
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（                               

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
中
南
部
下
水

　

道
事
務
所
ま
で

都
市
基
盤
情
報
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４
０
０
１

被災証明書
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■
町
内
の
下
水
道
施
設
に
つ
い
て

　

町
内
の
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
お
よ
び
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
菖
蒲
田
浜

字
東
原
、
湊
浜
緑
地
公
園
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
を
除
き
、
仮
設
工
事
等
で
対
処
し
ポ
ン

プ
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。　

　

な
お
、
計
画
停
電
等
に
よ
り
停
電
に
な
る

と
、
ポ
ン
プ
設
備
が
稼
働
し
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業
所
下
水
道

　

係
ま
で

357
７
４
５
７

　
交
　
通

■
七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」

　

平
成
23
年
４
月
11
日
よ
り
、
暫
定
ル
ー
ト

お
よ
び
暫
定
ダ
イ
ヤ
に
よ
る
有
料
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

【
運
行
内
容
】

●
バ
ス
１
台
が
津
波
被
害
の
影
響
を
受
け

　

た
こ
と
に
伴
い
、
通
常
の
４
台
運
行
か
ら

　

暫
定
的
に
３
台
で
運
行
し
、
３
台
運
行
を  

  

考
慮
し
た
暫
定
ダ
イ
ヤ
と
し
ま
す
。

●
日
中
便
多
賀
城
方
面
ル
ー
ト
は
、
３
台
運

　

行
を
考
慮
し
、
当
面
の
間
休
止
し
ま
す
。

●
朝
夕
方
便
塩
釜
方
面
菖
蒲
田
始
発
は
、
津

　

波
被
害
に
よ
る
道
路
事
情
を
考
慮
し
、
七

　

ヶ
浜
農
協
始
発
と
し
１
区
間
短
縮
し
ま

　

す
。

●
日
中
便
菖
蒲
田
―
七
ヶ
浜
農
協
前
区
間

　

の
県
道
は
、
現
在
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

　

る
た
め
通
行
止
め
が
解
消
さ
れ
る
ま
で

　

迂
回
運
行
と
し
ま
す
。
ま
た
、
菖
蒲
田
バ

　

ス
停
の
位
置
を
町
道
横
断
線
側
に
一
時

　

的
に
移
動
し
ま
す
。

357
７
４
３
９

●
日
中
便
の
松
ヶ
浜
・
菖
蒲
田
浜
・
代
ヶ

　

崎
浜
・
東
宮
浜
・
要
害
地
区
は
、
地
震
お

　

よ
び
津
波
被
害
に
よ
る
町
道
の
道
路
復

　

旧
が
完
了
す
る
ま
で
、
朝
夕
方
便
と
同
じ

　

ル
ー
ト
と
し
ま
す
。

●
土
日
祝
日
ダ
イ
ヤ
は
組
ま
ず
、
す
べ
て
同

　

一
ダ
イ
ヤ
と
し
、
災
害
復
旧
の
た
め
の
買

　

い
物
支
援
の
た
め
に
増
便
し
ま
す
。

【
運
行
本
数
・
平
日
】　

　

３
台
運
行（
従
来
４
台
運
行
）

　
朝
夕
方
便
塩
釜
方
面 

　

上
り
11
本
、下
り
８
本

　

（
従
来
上
り
14
本
、下
り
８
本
）

　

日
中
便
塩
釜
方
面 

　

上
り
９
本
、下
り
９
本

　

（
従
来
上
り
８
本
、下
り
10
本
）

　
日
中
便
多
賀
城
方
面

　

な
し

　

（
従
来
上
り
４
本
、下
り
６
本
）

【
運
行
本
数
土
日
祝
日
】

　

３
台
運
行（
従
来
２
台
運
行
）

　
朝
夕
方
便
塩
釜
方
面

　

上
り
11
本
、下
り
８
本

　

（
従
来
上
り
４
本
、下
り
２
本
）

　
日
中
便
塩
釜
方
面

　

上
り
９
本
、下
り
９
本

　

（
従
来
上
り
５
本
、下
り
４
本
）

　
日
中
便
多
賀
城
方
面　

　

な
し

　

（
従
上
り
２
本
、下
り
３
本
）

※
運
行
路
線
図
・
時
刻
表
は
、
運
行
路
線
図
・

　

時
刻
表
は
、
七
ヶ
浜
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内　

　

「
七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
暫
定

　

ル
ー
ト
お
よ
び
暫
定
ダ
イ
ヤ
で
の
運
行

　

開
始
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、政
策
課
ま
で

　
電
　
話

■
固
定
電
話
お
よ
び
光
回
線
が

　
不
通
の
方
は
、
左
記
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　

・
ア
ナ
ロ
グ
回
線
の
固
定
電
話

　
　

（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
含
む
）

　
　

☎
１
１
３

　

・
光
回
線（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
な
ど
）

　
　

☎
０
１
２
０
―
２
４
２
７
５
１

■
電
話
料
に
つ
い
て

　

今
回
の
災
害
に
よ
る
電
話
機
の
故
障
お

よ
び
避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
避
難
さ
れ
た

場
合
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
期

間
の
基
本
料
金
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
救
助
法
に
指
定
さ
れ
た
区
域

（
本
町
は
指
定
）
で
救
助
さ
れ
て
入
院
な
ど

し
た
場
合
は
、
そ
の
入
院
期
間
の
基
本
料
金

は
無
料
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

は
、
申
し
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
料
金

　

問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　

 　

☎
０
１
２
０
―
０
３
２
２
７
７

■
公
共
施
設
の
電
話
回
線

　

役
場
の
電
話
は
、
平
成
23
年
４
月
14
日

に
、
七
ヶ
浜
国
際
村
は
５
月
27
日
に
復
旧
し

ま
し
た
。な
お
、
遠
山
保
育
所
、
図
書
セ
ン
タ

ー
、
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
地
震
に
よ

る
損
傷
の
た
め
、
現
在
電
話
を
休
止
し
て
お

り
ま
す
。

　
電
　
気

■
電
気
復
旧
情
報　

　
電
柱
等
流
失
し
て
い
る
菖
蒲
田
浜
の
一

部
、
花
渕
浜
の
一
部
、
代
ヶ
崎
浜
の
一
部

は
現
在
未
定
で
す
。
浸
水
し
て
い
な
い
家

屋
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
家
屋
ま
で
の
間
に

電
柱
等
の
設
備
が
壊
れ
て
い
る
場
合
や
家

屋
が
離
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
通
電
し

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
東
北
電
力
㈱
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

東
北
電
力
塩
釜
営
業

　

所
ま
で

■
電
気
料
金
に
つ
い
て　

　
今
回
の
災
害
で
、
電
気
の
使
用
量
が
ゼ

ロ
の
場
合
（
家
屋
の
全
壊
等
や
避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
避
難
さ
れ
た
場
合
）
、
特
別

措
置
と
し
て
基
本
料
金
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た

申
請
時
、
り
災
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）

が
必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

東
北
電
力
塩
釜
営
業

　

所
ま
で

365
９
９
８
１
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９
９
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１
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住
　
宅

■
民
有
地
内
の
が
れ
き
、

　
損
壊
家
屋
の
撤
去
作
業　

　
民
有
地
内
の
が
れ
き
、
損
壊
家
屋
の
撤
去

作
業
を
町
が
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
（
作
業

は
委
託
し
て
い
る
業
者
が
行
い
ま
す
）。
震
災

に
よ
り
被
災
を
受
け
た
危
険
個
所
に
つ
い

て
、
作
業
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
撤
去
作
業

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
私
有
財
産
撤
去
承
諾

書
」を
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
締
切
日　

８
月
31
日（
水
）ま
で

●
注
意
事
項

①
建
物
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

　

り
「
全
壊
・
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
」

　

の
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
（
り
災
証
明

　

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

②
建
物
の
撤
去
作
業
は
1
棟
ご
と
で
す
。
建

　

物
の
一
部
解
体
、
建
物
基
礎
・
ブ
ロ
ッ
ク

　

基
礎
・
擁
壁
な
ど
の
土
留
め
に
つ
い
て

　

は
撤
去
作
業
を
行
い
ま
せ
ん
。

③
作
業
は
津
波
被
害
の
甚
大
な
沿
岸
地
域

　

よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

④
町
が
委
託
し
て
い
る
業
者
は
、
「
七
ヶ
浜

　

町
建
設
安
全
協
力
会
」
で
す
。
腕
章
を
身

　

に
着
け
て
い
ま
す
。

⑤
詐
欺
行
為
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
充
分
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
地
震
保
険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　

保
険
会
社
等
へ
連
絡
を
行
っ
て
か
ら
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
基
盤
情
報

357
７
４
４
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■
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

　「
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
」　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
「
全
壊
・
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊

し
た
住
宅
」
を
市
町
村
が
業
者
に
依
頼
し
て

一
定
の
範
囲
内
で
応
急
修
理
す
る
制
度
で

す
。

●
対
象
世
帯

　
以
下
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
の
被
害
を
受
け

　

た
こ
と 

（
市
町
村
が
発
行
す
る
り
災
証

　

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。 

な
お
、
全

　

壊
の
場
合
で
も
、
応
急
修
理
を
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
居
住
が
可
能
と
な
る
場
合
は
対

　

象
と
な
り
ま
す
。

・
応
急
修
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
避
難
所

　

な
ど
へ
の
避
難
を
要
し
な
く
な
る
と
見

　

込
ま
れ
る
こ
と
。

・
応
急
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い
こ
と
。

●
所
得
制
限
な
ど

　
平
成
21
年
度
の
世
帯
全
体
の
年
収
等
が

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

・
世
帯
全
体
の
年
収
が
５
０
０
万
円
以
下
の

　

場
合

・
世
帯
全
体
の
年
収
が
５
０
０
万
円
超
、
７

　

０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
世
帯
主
が
45

　

歳
以
上
ま
た
は
要
援
護
世
帯

・
応
急
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い
こ
と

　

た
だ
し
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
全
壊
の
住

　

家
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
所

　

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
住
宅
の
応
急
修
理
の
内
容

　

住
宅
の
応
急
修
理
は
、
居
室
、
炊
事
場
、
便

所
な
ど
の
日
常
生
活
に
必
要
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
部
分
で
あ
っ
て
、
よ
り
緊
急
を
要

す
る
箇
所
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
緊
急
度

の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
屋
根
、柱
、床
、
外
壁
、基
礎
等

　

②
ド
ア
、窓
な
ど
の
開
口
部

　

③
上
下
水
道
、電
気
、ガ
ス
等
の
配
管
、配
線

　

④
衛
生
設
備

※
地
震
の
被
害
と
直
接
関
係
の
あ
る
修
理

　

の
み
が
対
象
で
す
。

※
内
装
に
関
す
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
対

　

象
外
で
す
。

※
家
電
製
品
は
対
象
外
で
す
。

●
限
度
額

　

・
一
世
帯
あ
た
り
52
万
円

　

・
同
一
世
帯
（
１
戸
）
に
２
以
上
の
世
帯

　
　

が
居
住
し
て
い
る
場
合
で
も
、
右
記
一

　
　

世
帯
あ
た
り
の
限
度
額
以
内
と
な
り

　
　

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
ま
で

　

な
お
、
作
業
員
の
健
康
管
理
の
た
め
、
毎

週
日
曜
日
・
第
２
、
第
４
土
曜
日
お
よ
び
祝

日
の
作
業
を
お
休
み
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
ま
で

357
７
４
４
１

211
２
７
７
１

225
６
４
２
１

225
５
２
３
０

783
９
０
２
１

225
５
２
３
０

　
金
　
融

■
中
小
企
業
支
援
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
た

中
小
企
業
の
方
々
の
資
金
繰
り
、
事
業
再
建

等
の
主
な
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
　
日

　

・
宮
城
県
保
証
協
会
経
営
支
援
部

　 
 

・
本
店
営
業
部

 
 

・
仙
台
東
支
店

　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

●
土
・
日
・
祝
日（
本
店
一
括
対
応
）

　

・
経
営
支
援
部

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

 

な
お
、
各
お
取
引
先
金
融
機
関
で
も
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
勤
労
者
向
け
地
震
災
害
特
別
融
資
制
度
の

お
知
ら
せ
】

　

宮
城
県
で
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
勤
労
者
を
対
象
に
、
東
北
労
働
金
庫
と
提

携
し
生
活
資
金
の
融
資
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
使
　
途　

罹
災
に
よ
る
家
屋
等
の
修
繕

　

費
用
、
家
財
道
具
購
入
費
用
、
罹
災
車
両

　

の
買
換
費
用
、
傷
病
の
治
療
費
、
葬
祭
費

　

用
、災
害
時
の
当
座
の
生
活
資
金
、等

●
融 

資 

額　

最
高
２
０
０
万
円

●
融
資
金
利　

年
０
・
８
％

　
　
　
　
　
　

（
別
途
保
証
料
が
必
要
）

●
融
資
期
間　

10
年
以
内

●
申
込
期
間　

９
月
30
日
ま
で

＊
お
問
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
雇
用
対
策
課
ま

　

で
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■
公
的
年
金
の
遺
族
給
付

　

公
的
年
金
の
加
入
者
や
、
か
つ
て
の
加
入

者
で
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
死
亡
し

た
と
き
に
は
、
一
定
の
遺
族
に
「
遺
族
給
付
」

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ご
遺
族
の
方
は
お
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
遺
族
厚
生
年
金
】

●
支
給
要
件

・
死
亡
日
に
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で 

　

あ
っ
た
方

・
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
初
診
日
の
あ
る

　

ケ
ガ
や
病
気
で
初
診
日
か
ら
５
年
以
内

　

に
死
亡
し
た
方

・
障
害
厚
生
年
金
の
障
害
等
級
１
・
２
級
の

　

受
給
権
者
の
方

・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
ま
た
は
老
齢

　

厚
生
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
死

　

亡
し
た
方

●
対
象
者
及
び
優
先
順
位

　

遺
族
厚
生
年
金
を
も
ら
え
る
遺
族
は
次

の
順
に
な
り
ま
す

①
配
偶
者
（
妻
の
場
合
年
齢
は
問
わ
れ
な
い

　

が
、
夫
の
場
合
55
歳
以
上
）、
子（
18
歳
に

　

到
達
し
た
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
で
婚

　

姻
し
て
い
な
い
子
ま
た
は
障
害
等
級
１

　

級
・
２
級
の
20
歳
未
満
の
子
）

※
妻
が
夫
の
死
亡
当
時
30
歳
未
満
で
、
18
歳

　

未
満
の
子
供
が
い
な
い
場
合
は
、
5
年
間

　

の
有
期
年
金
と
な
り
ま
す
。

※
妻
と
子
の
場
合
に
支
給
さ
れ
、
子
は
支
給

　

停
止
。
夫
と
子
の
場
合
は
子
に
支
給
さ

　

れ
、夫
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

②
父
母（
55
歳
以
上
）

③
孫（
要
件
は
子
と
同
じ
）

④
祖
父
母（
55
歳
以
上
）

●
必
要
書
類

　

死
亡
診
断
書
の
写
し
、
年
金
証
書
（
亡
く

な
っ
た
方
と
請
求
者
の
も
の
）、
所
得
証
明

書（
請
求
者
の
も
の
）、
年
金
加
入
期
間
確
認

通
知
書
（
共
済
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方

の
場
合
）

※
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
５
年
以
内
に
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

【
死
亡
一
時
金
】

●
支
給
要
件

・
死
亡
し
た
人
が
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保

　

険
者
と
し
て
、
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め

　

て
い
た
方

・
死
亡
し
た
人
が
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

　

礎
年
金
の
両
方
と
も
支
給
さ
れ
た
こ
と

　

が
な
い
方

・
遺
族
の
中
に
子
（
18
歳
に
達
し
た
後
は
じ

　

め
て
到
来
す
る
３
月
31
日
ま
で
の
子
ま

　

た
は
20
歳
未
満
で
障
害
等
級
１
級
・
２

　

級
の
子
で
、
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
子
）

　

が
い
な
い
た
め
遺
族
年
金
が
も
ら
え
な

　

い
方

●
対
象
者
及
び
優
先
順
位

　

死
亡
一
時
金
の
も
ら
え
る
遺
族
は
次
の

順
に
な
り
ま
す
。（
死
亡
の
当
時
、
死
亡
し
た

人
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
人
に
限
る
）

　

①
配
偶
者

　

②
子

　

③
父
母

　

④
孫

　

⑤
祖
父
母

　

⑥
兄
弟
姉
妹

●
必
要
書
類

　

年
金
手
帳（
亡
く
な
っ
た
方
の
も
の
）

※
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

　
福
　
祉

299
９
０
７
１

■
労
災
保
険
年
金
・
特
別
遺
族
年
金

　
の
定
期
報
告
書
の
提
出
期
限
延
長

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
市
町
村
に
住
所
地
を
有
す
る

皆
様
の
定
期
報
告
書
の
『
提
出
期
限
』（
通
常

は
６
月
30
日
）
が
平
成
23
年
８
月
31
日
に
延

長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

  

定
期
報
告
書
の
添
付
書
類
（
診
断
書
、
戸

籍
、
住
民
票
等
）に
つ
い
て
、
個
別
の
ご
事
情

に
よ
り
ご
提
出
が
困
難
な
方
は
、
労
働
基
準

監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま

　

で
■
労
働
保
険
料
等
の
免
除
の
特
例

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
事
業
主
の
方
は
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
と
き
は
、
労
働
保
険
料
等
の
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
免
除
の
要
件

　

・
３
月
11
日
に
特
定
被
災
区
域（
宮
城
県  

    

全
域
が
該
当
）に
所
在
し
て
い
る
こ   

    

と
。

　

・
大
震
災
に
よ
り
損
壊
等
の
被
害
が
生

    

じ
る
な
ど
に
よ
り
、休
業
ま
た
は
事
業

    

活
動
を
縮
小
し
て
い
る
こ
と
。

　

・
大
震
災
発
生
前
の
直
近
の
賃
金
支
払

    

月
の
労
働
者
一
人
当
た
り
の
賃
金
額

    

と
比
べ
て
、労
働
者
一
人
当
た
り
の
１

    

ヶ
月
間
の
賃
金
額
が
２
分
の
１
未
満

    

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、宮
城
県
労
働
局
ま
で

229
８
８
４
２

【
未
支
給
請
求
】

●
支
給
要
件

・
年
金
給
付
の
う
ち
、
受
給
権
者
が
生
存
中

　

に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
年

　

金
給
付
で
受
給
権
者
が
請
求
し
た
後
死

　

亡
し
て
支
給
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
、
ま

　

た
は
死
亡
し
て
請
求
で
き
な
か
っ
た
と

　

き
は
一
定
範
囲
の
遺
族
の
名
で
請
求
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者
及
び
優
先
順
位

・
支
給
の
対
象
者
、
優
先
順
位
は
死
亡
一
時

　

金
と
同
じ

●
必
要
書
類

　

年
金
手
帳（
亡
く
な
っ
た
方
の
も
の
）

※
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
５
年
以
内
に
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
の
遺
族
給
付
に
係
る
共
通
の
必

要
書
類

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

　

（
請
求
者
の
方
の
も
の
）

・
住
民
票
除
票

　

（
亡
く
な
っ
た
方
な
も
の
）

・
戸
籍
謄
本

　

（
亡
く
な
っ
た
方
と
請
求
者
の
方
の
続
柄

　

 

が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
請
求
者
の
通
帳

・
認
印

・
生
計
同
一
申
立
及
び
証
明
書

　

（
請
求
者
と
な
く
な
っ
た
方
が
別
に
住
所

　

を
有
す
る
時
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
課
ま
で

357
７
４
４
６
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税

357
７
４
５
３

■
８
月
の
納
税（
納
期
限
８
月
31
日
）

　
今
月
は
、
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）の
１
期

で
、
納
期
限
は
８
月
31
日（
水
）と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場

合
、
督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
徴
税
等
徴
収
特
別
対

　

策
室
ま
で

357
７
４
４
０

357
７
４
４
８

　
教
　
育

■
夏
休
み
と
秋
休
み
の
期
間
変
更　

　
震
災
の
影
響
に
よ
り
始
業
日
が
遅
れ
た

た
め
、
町
内
小
中
学
校
の
今
年
度
の
夏
季
休

業
日
と
秋
季
休
業
日
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

●
夏
季
休
業
日 

　

７
月
21
日（
木
）～
８
月
16
日（
火
）

●
秋
季
休
業
日
　
な
し

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
総
務
課
ま
で

357
７
４
４
０

367
３
２
５
１

■
七
ヶ
浜
中
学
校
の
向
洋
中
学
校
で

　
の
授
業
に
つ
い
て　

　
現
在
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
七
ヶ
浜
中
学

校
の
校
舎
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
当
面
の

間
、
向
洋
中
学
校
の
一
部
を
借
り
て
授
業
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
七
ヶ
浜
中
学
校

へ
の
連
絡
は
、
次
の
臨
時
電
話
に
て
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
七
ヶ
浜
中
学
校
連
絡
先

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
総
務
課
ま
で

■
平
成
23
年
８
～
９
月
の
各
種
乳
幼

　
児
健
診
並
び
に
集
団
予
防
接
種

【
各
種
健
康
診
査
】

広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
胃
が
ん
検
診
】

26
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
３
歳
児
健
康
診
査
】

●
と
　
き　

８
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象　

　

平
成
20
年
２
月
１
日
～
２
月
28
日
出
生
児

【
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
】

●
と
　
き　

８
月
18
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象　

　

平
成
22
年
１
月
１
日
～
１
月
31
日
出
生
児

　

※
希
望
者
に
は
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
す

　
　

（
フ
ッ
素
塗
布
１
０
０
円
）

【
３
～
４
か
月
児
健
康
診
査

　
　
　（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
も
同
時
実
施
）】

●
と
　
き　

８
月
25
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象　

　

平
成
23
年
４
月
15
日
～
５
月
25
日
出
生
児

【
３
歳
児
健
康
診
査
】

●
と
　
き　

９
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分
～
30
分

●
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、健
康
増
進
課
ま
で

　
保
　
健

◆ベビールーム「めんこ ・めんこ」◆
　2 か月から 6 か月の赤ちゃんと保
護者の方を対象に、ベビーマッサージ
やフリートークで楽しく過ごします。     
　●と　き　8 月 23 日（火）午前 10 時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　バスタオル、タオル2枚、
　　　　 　　　　オムツ、ミルク（母乳）、母子手帳
　●申　込　8 月 19 日（金）まで

◆あそぼ・あそぼ◆
　今回は「シャボン玉あそび」です。親
子で夏のあそびを満喫しましょう。
　●と　き　8 月 24 日（水）午前 10 時～
　●ところ　子育て支援センター
　●申　込　8 月 22 日（月）
◆子どものこころの健康相談◆

　災害を体験した子どものこころと身
体は、いろいろなサインを出していま
す。
　「ささいな事におびえる・食欲がない
など」これらの状況を緩和し乗り越える
ための対応について相談・支援します。
　●と　き　8 月 15 日（月）、22 日（月）
　　午前10時～午後4時30分（予約制）
　●ところ　子育て支援センター
　●対　応　緊急こどもサポートチーム

�図書センター８月のよみきかせ�
　●とき　8 月 25 日（木）午前 10 時 30 分～　●ところ　生涯学習センター　キッズルーム　どうぞ親子でご参加ください。

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆

（子育て支援センター自由開放日）

　子育て支援センターを開放しま

す。お子さんと一緒に、自由に遊べ

る室内広場です。また、保育士・保

健師が子育ての相談に応じていま

す。

【８月～９月上旬の開放日】

●８月

　1日（月）・2日（火）・3日（水）・4日

（木）・5日（金）・8日（月）・9日（火）・

10日（水）・11日（木）・12日（金）・

15日（月）・16日（火）・19日（金）・

22日（月）・23日（火）・24日（水）・

29日（月）・30日（火）・31日（水）

●９月（上旬分）

 1日（木）・2日（金）・5日（月）・6日（火）・

7日（水）・8日（木）・9日（金）

　※いずれも午前 9 時～午後 4 時

　※8 月 23 日と 29 日は午後のみ

（都合により変更する場合もあります）

◆まつぼっくりdayに参加しませんか◆

　一時保育利用を考えている方を

対象に、まつぼっくり広場を開放し

ます。親子で一緒に遊びましょう。

　●と　き　8/2（火）、23（火）

　　　　　　午前 10 時～ 11 時

　●ところ　まつぼっくり広場

　●人　数　1 日 5 組（要予約）

◆絵本と仲良し◆

　図書センターからの移動図書館。

いろいろな絵本に触れ合う事がで

きますよ。

　●と　き　8/9（火）

　　午前 10 時 30 分～午前 11 時

　●ところ　子育て支援センター

◆皆さまの子育てを応援しています◆

　子育ての悩みや発育などについ

ての相談に、随時応じています。マ

マ同士の交流や情報交換の場とし

てもご利用ください。

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　　357-7455

子育て支援センターだより
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■
平
成
23
年
度
固
定
資
産
税

  

（
償
却
資
産
分
）の
減
免
申
請

　
平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
税
通
知
書
を
７
月
15
日
に
発
送
し

て
お
り
ま
す
が
、
償
却
資
産
分
に
つ
い
て

は
、
申
請
い
た
だ
い
た
う
え
で
減
免
し
ま
す

の
で
、
償
却
資
産
が
被
災
さ
れ
た
事
業
所
、

個
人
の
方
は
減
免
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
屋
の
り
災
証
明
書
発
行
分
お
よ

び
土
地
の
浸
水
被
害
地
に
つ
い
て
は
、
減
免

し
た
税
額
に
よ
り
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

８
月
25
日（
木
）ま
で

●
提
出
先　

七
ヶ
浜
町
税
務
課

　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
係（
郵
送
可
）

●
提
出
書
類

①
東
日
本
大
震
災
に
係
る
固
定
資
産
税

　

（
償
却
資
産
）減
免
申
請
書

②
被
災
資
産
明
細
書
（
平
成
23
年
度
償
却
資

　

産
申
告
書
・
種
類
別
明
細
書
へ
の
対
象

　

資
産
の
損
害
割
合
記
入
で
の
対
応
も
可
）

③
修
繕
費
が
わ
か
る
資
料

　

（
見
積
書
・
領
収
書
等
）

※
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課 

固
定
資
産

　

税
係
ま
で

357
７
４
５
２

357
７
４
５
２

357
７
４
５
２

362
２
１
５
１

■
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
施
行
さ
れ
た
震
災
特
例
法
に
よ

り
、
住
宅
・
家
財
・
事
業
用
資
産
等
に
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
に

お
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

平
成
22
年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
税
等

の
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
、
お
手

続
き
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き　

　

８
月
22
日（
月
）か
ら
当
面
の
期
間

　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３
階

　
　
　
　
　

マ
リ
ン
ホ
ー
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
税
務
署
ま
で

362
２
１
５
１

②
所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除

　

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
方

は
、
所
得
税
の
軽
減
又
は
免
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
・
還
付

　

①
、②
に
該
当
す
る
方
は
、
給
与
・
公
的

年
金
・
報
酬
料
金
に
係
る
源
泉
所
得
税
の

徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
住
宅
借
入
金
等
の
特
別
控
除
の
特
例

　

震
災
で
住
宅
が
滅
失
等
し
た
場
合
で
も
、

引
き
続
き
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
財
産
形
成
住
宅
（
年
金
）
貯
蓄
の
利
子
等

　
の
非
課
税

　

震
災
で
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
払

出
し
を
受
け
る
方
は
、
そ
の
払
出
し
に
係
る

利
子
等
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑥
納
税
の
猶
予

　

財
産
に
相
当
な
損
失
を
受
け
た
方
や
国

税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⑦
予
定
納
税
額
の
減
額

　

所
轄
税
務
署
か
ら
予
定
納
税
額
を
通
知

さ
れ
た
方
は
、
予
定
納
税
額
の
減
額
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑧
所
得
税
以
外
の
税
制
上
の
措
置

・
震
災
に
よ
り
自
動
車
が
廃
車
と
な
っ
た
場

　

合
の
自
動
者
重
量
税
の
特
例
還
付
や
、
買

　

換
車
両
に
係
る
自
動
車
重
量
税
の
免
税

・
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
が
作
成
す

　

る
「
消
費
貸
借
契
約
書
（
金
銭
借
用
証　

　

書
）、「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」、「
建
設
工

　

事
請
負
契
約
書
」の
印
紙
税
の
非
課
税

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
税
務
署
ま
で

■
被
災
者
に
対
す
る
所
得
税
の

　
税
制
上
の
措
置

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方

に
対
し
、
所
得
税
に
対
し
次
の
よ
う
な
税
制

上
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

①
申
告
・
納
付
等
の
期
限
延
長

　

申
告
・
納
付
等
を
期
限
ま
で
に
で
き
な

い
方
は
、そ
の
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
税
務
証
明
書
申
請
の
お
願
い

①
税
務
証
明
書
発
行
に
は
身
分
証
明
書
が

　

必
要
で
す
。
官
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身

　

分
証
明
書
は
１
点
、
そ
れ
以
外
は
２
点
以

　

上
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
税
務
証
明
書
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て
ご

　

本
人
で
な
い
と
証
明
書
を
発
行
で
き
ま

　

せ
ん
。

③
ご
本
人
以
外
の
方
が
代
理
申
請
を
す
る

場
合
は
、
た
と
え
、
た
と
え
ご
家
族
の
方
で

あ
っ
て
も
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課　

住
民
税
係

　

ま
で

357
７
４
５
３

■
夜
間
の
町
税
等
納
税
窓
口
開
設

　

町
税
等
に
関
す
る
納
付
、
納
税
相
談
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

●
と
　
き　

８
月
25
日（
木
）

　
　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
８
時

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　

策
室
ま
で

■
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
お
よ
び

　
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を

　
送
付
し
ま
す

　

８
月
下
旬
、
平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
納

入
通
知
書
を
該
当
す
る
方
に
送
付
い
た
し

ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
納
期
内
に

納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）
該
当
の

方
に
は
、
８
月
下
旬
に
、
平
成
23
年
度
介
護

保
険
料
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
発
送
い

た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課　

住
民
税
係

　

ま
で

■
国
民
健
康
保
険
税
の

　
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

８
月
下
旬
、
該
当
す
る
方
に
、
平
成
23
年

度
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、

納
期
内
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課　

住
民
税
係

　

ま
で

357
７
４
５
１
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全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　　

仙
台
法
務
局
、
管
内
各
支
局
お
よ
び
宮
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
５
日

（
月
）
か
ら
11
日
（
日
）
ま
で
、
全
国
一
斉
「
高

齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強

化
週
間
と
定
め
て
、
全
国
共
通
人
権
相
談
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
り
電
話
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
お

よ
び
法
務
省
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
悩

ま
ず
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き　

　

９
月
５
日（
月
）～
９
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

９
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
電
話
番
号

　

（
全
国
共
通
人
権
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、仙
台
法
務
局
ま
で

お問い合わせは、健康増進課まで　　357-7448

　災害という非常事態では、どんな方にもこころや体に様々な反応が生じる可能性があります。こころや体に

次のような変化がある方は、こころが傷ついているかもしれませんので注意しましょう。

「こころもケガをします」27第 １ 回

＜災害後のこころと体の健康＞＜災害後のこころと体の健康＞

＜こころの反応＞ ＜体の反応＞

　　・いらいらする　　　　　　　　　　　　　　　　　　・頭痛

　　・怒りっぽい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・肩こり

　　・落ち込んでしまう　　　　　　　　　　　　　　　　・下痢、便秘

　　・被災時のことが繰り返し思い出される　　　　　　　・眠れない

　　・生き残ったことへの罪悪感　　　　　　　　　　　　・息苦しい

　　・外に出られない　　　　　　　　　　　　　　　　　・食欲がない

　　・やる気が出ない

　　・集中できない

　　・不安になる

　多くの場合、反応は自然に回復しますが、人によっては長期間にわたる場合があり、回復に要する期間も異

なります。反応が長期間にわたって生じることは、その人のこころが弱いということではありません。こころ

や体に反応が生じている期間は、不注意による事故やケガをしやすくなります。普段の生活から次のことを

心掛け、焦らずゆっくりとこころや体の回復を図りましょう。

　反応の強さによっては、こころや体の回復が遅くなってしまいます。自分だけで頑張らずに、専門医療スタ

ッフや保健師などに相談をしてみませんか ?

　町では、専門医 (精神科医 )や保健師による相談を行っています。自分のこと、家族のこと、身近にいる人

のことなどで心配なことがある場合は、下記までご連絡ください。

○定期的に休息をとりましょう。食事・睡眠・運動・休息を大切に。

〇深呼吸やストレッチ体操でリラックスしましょう。

〇気持ちや体験を言葉にしてみましょう。

≪普段の生活から心掛けてほしいこと≫
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暮らしアラカルト

　
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト

　
紅
葉
川
渓
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　　

東
日
本
大
震
災
後
初
の
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン

ト
は
紅
葉
川
渓
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
す
！

　

面
白
山
高
原
駅
か
ら
吊
り
橋
、
渓
谷
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
ス
リ
ル
の
あ
る
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
す
。
旧
面
白
山
ス
キ
ー
場
跡
（
コ
ス
モ

ス
ベ
ル
グ
）
に
て
１
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス

を
見
た
後
は
、
作
並
温
泉
で
の
入
浴
も
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

●
と
　
き　

９
月
10
日（
土
）

          

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

紅
葉
川
渓
谷（
山
形
県
山
形
市
）

●
費
　
用
　

　

会　

員　

２
５
０
０
円

　

（
中
学
生
以
下
２
２
０
０
円
）

　

一　

般　

３
５
０
０
円

　

（
中
学
生
以
下
３
２
０
０
円
）

　

＊
保
険
料
、
入
浴
料
込
み

　

＊
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
申
込
期
限　

９
月
２
日（
金
）ま
で

　

ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
町
営
野
球

場
隣
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
）
の
他
、

町
民
プ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ

　

ま
で

　
全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　　

仙
台
法
務
局
、
管
内
各
支
局
お
よ
び
宮
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
５
日

（
月
）
か
ら
11
日
（
日
）
ま
で
、
全
国
一
斉
「
高

齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強

化
週
間
と
定
め
て
、
全
国
共
通
人
権
相
談
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
り
電
話
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
お

よ
び
法
務
省
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
悩

ま
ず
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き　

　

９
月
５
日（
月
）～
９
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

９
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
電
話
番
号

　

（
全
国
共
通
人
権
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、仙
台
法
務
局
ま
で

357
７
９
２
０

　
東
北
歴
史
博
物
館

　
夏
の
体
験
教
室

　　

伝
統
的
な
技
術
や
風
俗
に
つ
い
て
の
体

験
を
通
じ
て
、
歴
史
や
文
化
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

教
室
を
全
５
回
・
10
教
室
開
講
し
ま
す
。

●
と
き
・
内
容

　

８
月
６
日（
土
） 

午
後
1
時

　

・
タ
ナ
バ
タ
馬
を
つ
く
ろ
う

　

・
丸
木
舟
を
こ
い
で
み
よ
う

　

８
月
13
日（
土
）　

　

・
縄
文
の
布
を
編
ん
で
み
よ
う

　

・
弓
矢
で
獲
物
を
ね
ら
お
う

　

８
月
20
日（
土
）

　

・
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
つ
く
ろ
う

　

・
ぎ
っ
ち
ょ
う
で
遊
ぼ
う

※
各
教
室
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の

　

参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
す
べ
て
の

　

体
験
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
と
な
っ
て
お

　

り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
ま
た
は
、
館
内
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
申
し
込
み

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
ま

　

で

368
０
１
０
６

225
５
７
４
３

アラカルト

♪

♪

♪

「夏を上手に乗り切るには？」

27第 38回

　暑い日が続くと体調をくずし、夏バテをおこしてしまいがちです。夏バテせずに暑い夏を乗り切るために
は、毎日の食生活が大切です。
【夏バテの原因】
　暑くなると、暑さのストレスに身体が適応しようとして無理な負担がかかります。
そのために「胃腸の働きが鈍くなり食欲不振」「部屋と外気の温度差による体調不良」
「寝不足による生活リズムの乱れ」がおき、これらの悪循環により夏バテがおこります。
【夏バテを防ぐためには】
●食事は量より質
　そうめん・冷麦などあっさりしたものだけでは、栄養不足です。
毎食、主食・主菜・副菜をそろえて食べるように心がけましょう。
●水分の取り方
　水分を一度にたくさん取ると、胃液が薄まり消化能力が落ちます。
水分はこまめに取るようにしましょう。
●生活リズムを整える
　寝不足は、睡眠中に疲労を回復する機能を低下させます。
望ましい就寝時間と起床時間を心がけ、生活リズムを整えるようにしましょう。
【夏を乗り切るための食生活とは】
　食事は、１日３回きちんと食べることが大切です。特に、肉や魚・卵・大豆製品などのたんぱく質のおかず
は毎食取りましょう。夏にとれる野菜はたっぷり水分を含んでおり、体温を下げ水分を補給してくれます。ト
マトの酸味には食欲を増進させる働きが、きゅうりには利尿作用でむくみやだるさを解消してくれる働きが
あります。また、シソやミョウガなどの香味野菜を利用することで、食欲を刺激することができます。
　旬の食べ物は、おいしさと同時に身体に必要な栄養素を豊富に持っています。旬の夏野菜をたくさん食べ
て、暑い夏を乗り切りましょう！

××
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平
成
23
年
度

  

自
衛
官
候
補
生
等
の
募
集

●
募
集
種
目
お
よ
び
募
集
期
間

　

【
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
航
空
学
生
】

　

 

８
月
１
日（
月
）～
９
月
９
月
日（
金
）

　

【
看
護
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・

　
　
　
　
　
　
　
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

　

 

９
月
５
日（
月
）～
９
月
30
日（
金
）

●
説
明
会
開
催
日

　

 

８
月
６
日（
土
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　

塩
釜
市
公
民
館

　
　

（
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
釜
隣
り
）

　

 
８
月
６
日（
土
）

　

 

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

 

シ
ェ
ル
コ
ム
仙
台

　

 

８
月
７
日（
日
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

 

利
府
町
役
場
内
交
流
セ
ン
タ
ー

　

 

８
月
９
日（
火
）

　

 

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

 

七
ヶ
浜
町
中
央
公
民
館
内

●
説
明
会
の
内
容

　

各
募
集
種
目
の
概
要
、
仕
事
内
容
、
待
遇

と
生
活
、受
験
手
続
き
等
に
つ
い
て

（
個
別
説
明
約
30
分
、出
入
自
由
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

　

・
仙
台
駅
東
口
案
内
所

　
　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

　
　

（
休
日
な
く
説
明
等
を
し
て
お
り
ま
す
）

　

・
仙
台
募
集
案
内
所

　
　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　

（
土
日
、
祝
日
を
除
き
説
明
等
を
し
て

　
　

お
り
ま
す
）

　胃がんの早期発見・早期治療のため､下記により

「胃がん検診」を実施します。

●期　間　

　8月 16 日（火）～ 27 日（土）

●ところ　町内各所

　※受診票を郵送いたしますので、そちらでご確認

　　ください。(詳しくはお問い合わせ願います )

●受付時間　午前 7時から午前 9時まで

※受付時間を過ぎてから来る方がいます。時間を守

っていただくようお願いします。

●自己負担金　平成 23 年度に限り無料とします。

●持 参 物　受診票・健康保険証

　

＊お問い合わせは、健康増進課まで　　357－7448　　

　ご長寿の方に敬意を表し、敬老会を次のとおり催

します。多くの皆さまのご参加をお待ち申し上げま

す。

●と　き　9月 17 日（土） 午前 10 時～

●ところ　七ヶ浜国際村

●対　象　町内在住の 75 歳以上の方

●内　容

　午前 10 時：式典　記念品、名簿等の贈呈

　午前 10 時 30 分：アトラクション

　午前 11 時終了（予定）

　午前 11 時 15 分：記念写真撮影（75 歳の方のみ）

※記念写真の撮影は今年度 75 歳を迎えられる方の

　みの撮影となります。なお、対象となられる方へ

　のご案内は、8月中旬ごろ改めて通知いたします。

　

敬老会を開催いたします

＊お問い合わせは、健康増進課まで　　357－7448　　

　
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
平
成
24
年
度
消
防
職
員
募
集

●
試
験
日　

９
月
25
日（
日
）

●
採
用
予
定
者
数

　

大
学
の
部
、高
校
の
部
併
せ
て
12
名
程
度

●
受
験
資
格

　

【
大
学
の
部
】

　
　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
大
学

　

を
卒
業
し
た
者
（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見

　

込
を
含
む
）

　

【
高
校
の
部
】

　
　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
高
等

　

学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
24
年
３
月
卒

　

業
見
込
を
含
む
）

●
申
込
期
間

　

８
月
22
日（
月
）～
９
月
２
日（
金
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

　

組
合
消
防
本
部
ま
で

361
１
６
２
４

293
５
５
５
９

284
５
０
０
１

胃がん検診のお知らせ

<緊急雇用経済対策に係る臨時職員を募集します >
●雇用期間　平成 23年 9月 1日～平成 24年 3月 31 日まで　●募集職種　環境悪化抑制作業員（8名）、臨時保育士（1名）
●申込締切　8月 12 日（金）まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊お問い合わせは、総務課まで　☎357-7436
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想定需要(猛暑の場合）

1,480万kW

不足分

250万kW

午前6時頃 午前9時頃 午後3時頃 午後8時頃午後8時頃午前6時頃 午前9時頃 午後3時頃

東北電力からの
節電へのご協力のお願い

　このたびの東日本大震災でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被

害を受けられた皆さまに心からお見舞い申し上げます。

　弊社では、東日本大震災で被災した発電所の復旧と供給力の確保に全力で取り組んでおります。今

夏に向けて1,230万kW程度の供給力が確保できる見通しですが、昨年のような猛暑となった場合には、

最大で1,480万kWの需要が想定され、この場合250万kWの供給力不足が生じます。(下図参照）

　また、夏期平日の日中(午前9時～午後8時）は常態的に供給力を需要が上回る状態(供給力不足)とな

る恐れがあります。こうした状況を回避するため、節電および平日の日中以外への電力使用の移行に

ご協力お願いいたします。(東北電力管内の電気使用状況 http://setsuden.tohoku-epco.co.jp/graph.html)

供給力
1,230万kW程度

待機電力
5％ その他

10％
その他
10％

待機電力
5％

照明
5％
照明
5％

テレビ
5％

テレビ
5％

冷蔵庫

23％

エアコン

53％

＜夏の日中(午後2時)の消費電力＞

※東北電力
　管内の全世帯

ご家庭での節電対策(例）

供給力
1,230万kW程度

受付／午前9時～午後3時

町の面積　　　　　　　   　　13.27 km2

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

7月1日現在の人口（前月比）

世帯数      6,468（-26）    転入   67

　男       10,140（-37）    転出  105 

　女       10,302（-10）    出生   11

　計       20,442（-47）    死亡   20

塩 釜 市 宮 町 1 - 9

多賀城市下馬2- 8 - 5

塩 釜 市 佐 浦 町 1 3 - 2 2

多賀城市大代5-2-1

多 賀 城 市 下 馬 2 - 8 - 5

松島町磯崎字磯崎105-3

目 黒 歯 科 医 院

こう歯科クリニック

熊谷歯科口腔外科クリニック

杉 山 歯 科 医 院

こ う 歯 科 ク リ ニ ッ ク

西 村 歯 科 医 院

8/ 7

14

21

28

9/ 4

11

362-0633

362-5213

366-4712

364-6478

362-5213

353-4092

・エアコンの設定温度を変える
・扇風機を使用する
・気温にあわせ、厚着や薄着をする

・最小限の食糧のみ冷やす
・無駄な開閉を減らす
・設定を強から中にする

・必要なとき以外は消す
・省エネモードに設定する
・主電源を切る



皆さま方のご支援 心より感謝申し上げます皆さま方のご支援 心より感謝申し上げます

う
し

や

べ

広
報
し
ち
が
は
ま　

第
４
７
８
号　

平
成
23
年
８
月
１
日
発
行
／
七
ヶ
浜
町
政
策
課　

〒
９
８
５
　

―
　

８
５
７
７　

宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
　

―
　

１　
　

（
０
２
２
）
３
５
７
　

―
　

７
４
３
９
（
直
通
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
２
）
３
５
７
　

―
　

５
７
４
４
（
代
表
）

　現在までに、全国各地からたくさんの救援物資や義援金が届いております。心より感謝申し上げま
す。※今月号では、一般寄附金、物資提供についてご紹介します。

【一般寄附金】㈶宮城県建築住宅センター理事長三部佳英、境山地区炊き出しボランティア、大川あき子、㈱相和技術研究所、㈲古

関プロパン古関兵衛、相沢ちえ子、寺澤賢治、伊藤清文、阿部雅司、山形県朝日町安達医院、山形県朝日町立西五百川小学校、山形県

朝日町立宮宿小学校、山形県朝日町立大谷小学校、山形県朝日町教育委員会、日本国土開発㈱東北支店、稲垣忠彦、遠藤益美、後藤

恭余、和泉ユキエ、宮城県国民健康保険団体連合会理事長佐藤昭、川崎徹、㈱ダイモン専務取締役山内哲夫、蜂谷利雄、㈲ソー・ソ

ー三宅伸治、㈱ビグ代表取締役安本隼三、東北文化学園大学教授志賀野桂一、鈴木茂美、山田祐弘、安達幹雄、池田敏弘、石川卓、一

ノ瀬初男、大柴善朗、加瀬敏典、片山裕功、佐野真人、杉山知光、高橋英文、寺井誠、中内正司、中溝正雄、長尾光時、平山三喜男、福江

正治、藤田登、松下諭一、山賀博、山崎正一、古澤一寿、渡辺博範、冨永泰之、青沼政子、㈱ TKC、下元千絵、㈱西洋ハウジング代表取締

役佐藤幸浩、洋菓子店ピュイダムール磯知之、第一法規㈱代表取締役社長田中英弥、新潟県聖籠町長渡邊廣吉、三浦正則、村上望、

㈱竹中土木東北支店支店長熊谷弘、アンティーク・ノエル、宴や、中澤富男、桟勲、財団法人全国市町村振興協会、財団法人宮城県

市町村振興協会、宮城県土地改良事業団体連合会、宮城県市町村職員退職手当組合組合長安住宣孝、全国市町村水産業振興対策協

議会、ファイザー㈱ 2010 年度札幌南営業所一同、北海道根室市長長谷川俊輔、内野智文、星勲、本郷愼治、小松良平、高橋英夫、相澤

文昭、三浦邦弘、山本隆太、魂麺代表取締役山西一成、Tide SURF＆CRAFT 髙橋健、寺澤健二、中川明、日本自治体労働組合総連合、

YKK・AP ㈱北陸統括支店滑川事業所一同、七ヶ浜町自衛隊父兄会会長関高、林富規、佐藤きり子、遠藤修平、佐久間登志子、平石哲也、

増子正、伊藤昭三、高橋要行、㈲清和フーズ、幸進、野井和光、埼玉県熊谷市職員一同、三沢市長根正登、三沢市馬場洋一郎、三沢市桑

嶋可奈子、三沢市小比類巻健、三沢市田村宣喜、古澤英樹、㈲エバーフレッシュ研究所堀内幹夫、東京書籍㈱、森好恵、佐久間清、高

橋美穂、立正佼成会一食平和基金、coba 小林靖宏、㈲七ヶ浜衛生工業代表取締役瀬戸秀壽、吉田浩司、鈴木広文、土川健雄、宮城県町

村会、静岡県清水町長山本博保、宮城県町村議会議長会会長村山一夫、全国町村議会議長会、一般社団法人日本サーフィン連盟宮

城仙台支部、船山尚志、㈳塩釜法人会、JX 日鉱日石エネルギー㈱代表取締役社長木村康、長野市立保科小学校、七ヶ浜町復興市実行

委員会、三沢市川村望、神奈川県立七里ガ浜高等学校、東北発電工業㈱取締役社長鈴木滿、㈱オオバ東北支店、養松院住職、FRP 内面

補修工法協会理事長大岡伸吉、東京市民テレビジョン放送藤原健一、山形県朝日町長鈴木浩幸、中田和男、七ヶ浜銃剣道スポーツ

少年団親の会会長渋谷智子、ライブハウス groove 代表上地一也、渡邊麗子、鈴木義博、服部美樹、アグネス・フォン・ホープ、アニ

メ文化祭実行会代表齊藤建司、吉岡省三、和泉庄平、平田祐子、江連忠ゴルフスタジオ、神薙町内会スタッフ、痛車交流会スタッフ、

痛車愛好家一同、かんなぎファン一同、星幸吉、埼玉県熊谷市長富岡清、埼玉県熊谷市副市長嶋野正史、埼玉県熊谷市教育長野原

晃、池田友美、社団法人全国治水砂防協会会長綿貫民輔、日本平和委員会、前田淳子、柳田晴美　フリュードパワーサーフクラフト

ショップクラブ員一同、本田大次郎、千葉茂　旅館麻屋鈴木藤助、旅館やまに荘鈴木安冶、民宿みうら三浦ゆき子、曹洞宗宗務庁、

大城貴弘、㈱ナビテック代表取締役中村一也、社団法人全国信用金庫協会会長大前孝治、関西大学高槻キャンパス社会情報学部黒

葛裕之ゼミ一同、赤間安訓、七里ヶ浜クリーンコミュニティー会長池田陽一、埼玉県南埼玉郡宮代町議会議員互助会会長小河原

正、菅野恵子、瀬戸ツヤ子、全日本教職員組合中央執行委員長北村佳久、梅津繁治、庄司嘉明、その他匿名希望者多数

※記載漏れやお名前に間違いがありましたら、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。

一般寄附金 6月 30 日現在 敬称略・順不同

【個人】日野妙子、阿部、アメリー伊藤、安澤千草、鈴木康弘、内野優、森雅英、サザンオールスターズ関口、ウクレレ・パリ、伊藤文崇、

吉田健吾、永谷圭、カネキスティーブ、ジャネット、迫俊通、佐山佳子、原口賢、高橋美智子、吉田竜之、小倉弘行、山田みか、佐藤理

香、遠藤一人、阿部健三、三宅愛架、ディーンニューカム、佐々木、山本耕司、本多響子、ホンザワ、天野美加、鈴木美智雄、西脇孝一、

ハタナカミユキ、佐々木留美子、田丸靖子、梅本春枝、鈴木智子、内藤康子、畠山恵美、鈴木茂、成田優子、モリタニ、比良山荘伊藤、西

洋厨房伊藤、喫茶陽、久世豊、小林としゆき、松永和也、大森智子、神谷未穂、能祖将夫、中川賢一、イチカワミツエ、亀谷ふみ子、チャ

ダ、富士ひろみ、榊原雅之、石田音人、山本リンダ、橋幸夫、清水アキラ、林あさ美、金沢明子、加藤健二郎、武石、村上信一、渡辺政巳

【企業および団体】陶香園、ｍａｒｋｓ＆ｗｅｂ、㈲森芳商店・水と生活、株式会社 GIP、生活協同組合連合アイチョイス、Patissier 

honey2、ブックスなにわ、J-HELP、一期一会 project、弐萬堂、マルハン（北海道）、メモリー旅行、ヘアサロンアベ、小岩井ミルクプラ

ザ、㈱日立情報システムズ、王子チヨダコンテナー株式会社、資生堂、花王カスタマーマーケティング株式会社、株式会社八八、佐

野ラーメン、コスタリカコーヒー支援者会、日本獣医師会、明日にかける橋、ボーイスカウトパックスフォーハイパー、元ベトナム

留学生、復興支援団体タスク、社会福祉法人しがらき会、東北ニュージランンド村、ヒロセ興業、けやき坂彩桜邸、赤いとうがらし、

ホテルメトロポリタン仙台、北海道医療チーム、霊友会第８支部（大阪）、蜂谷食品、ドゥタコス、極真空手道連盟、今治市産業部観

光課観光係、沼﨑眼科、ホワイト歯科、ヘアサロンアベ、秋田県森岳温泉、元亦楽小学校の先生方、フルートアンサンブル フロンテ

ィア、埼玉フラ協会、はちじょう太鼓、ファビアスコンステーブル、ドイツ大使館、ヴォルフガングヘルツレ、au ショップ塩釜、au

仙台支店、soft bank、東北福祉大、パソナグループ『復興支援隊』、japan dog academy、ｔｅａｍ直＠坊、仙台キリスト教会、兵庫県

西宮今津高、仙台凧の会、ブラックボトムブラスバンド、テリー、栃木いこいの泉チャーチ、BOND AND JUSTICE、café 七ヶ浜、仙台届

け隊、NPO コスモス、四万温泉、おしどり、コバ、おとめ楽団ジキジキ、NPO 意識生活、㈱あさひ、ARTS for HOPE、広島県熊野町、外国

人の子ども・サポートの会、学研、トップツアー㈱仙台支店、宮城県教職員組合、㈶熊本県教育会館、㈲プリンティングサトー、花

かいもん、㈱天川組

物資提供 6月 30 日現在 敬称略・順不同 (無料コンサート、散髪、マッサージなども含む）
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